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平
成
二
三
年
度

学
部
入
学
式
並
び
に
大
学
院
入
学
式

学
長
式
辞
（
要
旨
）　

北
島
政
樹 

学
長

　

本
日
ご
出
席
の
皆
様
は
入
学
の
喜
び
と
震
災

の
悲
し
み
と
い
う
複
雑
な
気
持
ち
で
ご
参
加
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
一
カ
月
前
の

震
災
は
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠

牲
者
の
方
々
に
は
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま

す
。
ま
た
、
被
災
者
の
皆
様
に
は
一
刻
も
早
く

救
助
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
、
ま
た
、
自
粛
ム

ー
ド
の
中
で
、
皆
様
は
日
本
を
元
気
に
し
よ
う

と
い
う
強
い
心
意
気
を
持
っ
て
本
日
の
入
学
式

に
臨
ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
入
学

を
お
祝
い
す
る
と
共
に
、
今
日
ま
で
物
心
両
面

か
ら
支
え
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、
関
係
者
の
皆

様
に
も
お
祝
い
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

い
ま
や
日
本
は
他
の
諸
国
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
の
一
／
五
が

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
り
、
平
成
二
一
年

の
高
齢
化
率
は
過
去
最
高
の
二
二
・
七
％
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
は
こ
の
よ
う
な
人
口
構

造
の
逆
転
と
い
う
大
変
動
の
時
代
を
生
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
夢
と
勇
気
と
希
望
を

も
っ
て
、
こ
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
い
う
学

び
舎
で
知
識
と
技
術
を
学
び
、
医
療
福
祉
の
先

導
者
と
な
る
こ
と
を
教
職
員
一
同
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

母
校
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
学
ん
で
本
当
に

良
か
っ
た
と
い
う
学
び
舎
で
あ
り
、
楽
し
み
が

溢
れ
、
輝
き
に
満
ち
た
場
所
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

多
く
の
友
人
を
作
る
と
同
時
に
、
学
業
以
外
に

真
に
打
ち
込
め
る
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
び
の
震
災
に
お
け
る
君
た
ち

の
先
輩
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
見
事
で
あ

り
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
彼
ら
を

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
持
ち
続

け
て
こ
ら
れ
た
夢
と
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
、

本
日
こ
こ
に
学
生
生
活
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
（
抜
粋
）

　

私
た
ち
は
本
日
こ
こ
に
国
際
医
療
福
祉
大
学

の
新
入
生
と
し
て
入
学
で
き
た
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
へ
の
夢

と
希
望
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
た

ち
が
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
入
学
で
き
た
の
は

先
生
、
友
人
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
実
感
し
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

保
健
医
療
学
部
看
護
学
科　

岩
間
晴
香
さ
ん

　

本
日
は
未
曾
有
の
大
震
災
の
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
私
た
ち
の
た
め
に
心
温
ま
る
入
学
式
を
挙

行
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
北
島
学
長
、
金
澤
大
学
院
長
を
は
じ

め
ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
温
か
い
ご
祝
辞
と
励
ま

し
の
お
こ
と
ば
を
承
り
、
大
学
院
新
入
生
を
代

表
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

医
療
福
祉
学
研
究
科　

修
士
課
程　

保
健
医
療
学
専
攻　

言
語
聴
覚
分
野

金
子
忍
さ
ん

平
成
23
年
度
新
入
生
概
要

■
学
部 

一
四
三
九
名

﹇
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈ 

一
〇
〇
〇
名

保
健
医
療
学
部 

六
一
三
名

□
看
護
学
科 

一
二
九
名

□
理
学
療
法
学
科 

一
〇
三
名

□
作
業
療
法
学
科 

一
〇
三
名

□
言
語
聴
覚
学
科 

九
八
名

□
視
機
能
療
法
学
科 

五
一
名

□
放
射
線
・
情
報
科
学
科 

一
二
九
名

医
療
福
祉
学
部 

□
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

一
八
九
名

薬
学
部 

□
薬
学
科 

一
九
八
名

﹇
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈ 

小
田
原
保
健
医
療
学
部 

一
五
九
名

□
看
護
学
科 

五
七
名

□
理
学
療
法
学
科 

五
八
名

□
作
業
療
法
学
科 

四
四
名

﹇
福
岡
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈ 

福
岡
看
護
学
部
名 

□
看
護
学
科 

一
〇
三
名

﹇
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈ 

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

一
七
七
名

□
理
学
療
法
学
科 

八
八
名

□
作
業
療
法
学
科 

四
七
名

□
言
語
聴
覚
学
科 

四
二
名

■
大
学
院 

二
七
〇
名

医
療
福
祉
学
研
究
科 

二
六
九
名

□
修
士
課
程 

保
健
医
療
学
専
攻 

一
二
五
名

□
修
士
課
程 

医
療
福
祉
経
営
専
攻 

五
八
名

□
修
士
課
程 

臨
床
心
理
学
専
攻 

二
五
名

□
博
士
課
程 

保
健
医
療
学
専
攻 

六
一
名

薬
科
学
研
究
科 

□
修
士
課
程 

生
命
薬
科
学
専
攻 

一
名

式
次
第

開
会
の
辞

校
歌
斉
唱

式
辞

・
北
島
政
樹
学
長

・
金
澤
一
郎
大
学
院
院
長

理
事
長
挨
拶

・
高
木
邦
格
理
事
長

来
賓
祝
辞

・
大
田
原
市
長　

津
久
井
富
雄
様

・
那
須
郡
市
医
師
会
長　

鈴
木
潤
様

・
み
ん
な
の
党
代
表　

渡
辺
喜
美
様

新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば

学
部
長
・
学
科
長
紹
介

閉
会
の
辞 期

日　

平
成
二
三
年
四
月
一
一
日
（
月
）

会
場　

那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
一
階

国
際
医
療
福
祉
大
学　

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

看護学科　岩間晴香さん言語聴覚分野　金子忍さん祝辞をいただいた来賓の方々
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第19回

　ODAWARA Campus report 小田原キャンパスレポート

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

　

五
月
二
一
日
（
土
）
〜
二
二
日
（
日
）、
本

学
部
の
新
入
生
を
対
象
と
し
た
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
た
。

　

一
昨
年
ま
で
「
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
名
称
で
小
田
原
市
近
郊
の
施
設
で

日
帰
り
で
実
施
し
て
い
た
が
、
今
回
は
大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
と
今
年
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
那

須
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
。
小
田
原
キ

ャ
ン
パ
ス
の
学
生
は
、
本
学
発
祥
の
地
で
あ
る

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
知
ら
ず
に
卒
業
し
て
い

く
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
到
着
後
、
北
島
学
長
の

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
聞
き
、
そ
の
後
、
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
で
昼
食
。
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
な

い
学
生
食
堂
、
不
慣
れ
な
部
分
が
あ
っ
た
も
の

の
、
初
め
て
の
学
生
食
堂
を
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
た
。

　

昼
食
後
は
、
二
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
広

大
な
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
を
利
用
し
て
の

ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
を
実
施
。

各
グ
ル
ー
プ

に
大
田
原
キ

ャ
ン
パ
ス
の

学
生
会
の
学

生
が
一
名
ず

つ
付
い
て
、

学
内
を
案
内

し
て
も
ら
い

な
が
ら
キ
ャ

ン
パ
ス
構
内

を
練
り
歩

く
。
開
始
前

に
は
元
気
だ

っ
た
学
生
も
、
終

了
時
に
は
歩
き
疲

れ
て
い
る
様
子
も

見
て
取
れ
た
。

　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

終
了
後
、
那
須
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
へ

移
動
。
大
田
原
キ

ャ
ン
パ
ス
交
響
楽

部
の
演
奏
に
よ
る

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
。
演
奏
の
最
後
に
は
、
バ
ス
で
練
習
を

し
た
校
歌
『
未
来
へ
の
扉
』
を
演
奏
に
合
わ
せ

て
歌
っ
た
。

　

夕
食
後
、
会
場
を
二
つ
に
分
け
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
各
自
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
真
剣
に
討
議
を
行
っ
て
い
た
。

　

二
日
目
こ
そ
雨
に
降
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

学
生
か
ら
、『
来
年
も
参
加
し
た
い
』、『
他
学

科
の
学
生
や
、
大
田
原
の
学
生
と
交
流
が
持
て

て
良
か
っ
た
』
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
改

善
点
も
挙
が
っ
て
お
り
、
次
年
度
以
降
の
参
考

に
し
た
い
。

　

最
後
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
開
催
に

あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
各
部
署
の
方
々
へ
御
礼
を
述
べ
た
い
。

（
学
務
課　

下
田
岳
史
）

地
域
と
の
交
流
・
地
域
へ
の
貢
献

　

開
学
六
年
目
を
迎
え
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

が
行
っ
て
い
る
地
域
と
の
交
流
・
地
域
へ
の
貢

献
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

①
市
民
公
開
講
座

　

地
域
貢
献
事
業
の
中
で
、
市
民
に
定
着
し
て

い
る
の
が
、
春
と
秋
に
実
施
し
て
い
る
市
民
公

開
講
座
で
あ
る
。
六
月
五
日
に
開
催
し
た
第
六

回
市
民
公
開
講
座
は
、
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
一
年
生
が
来
校
さ
れ
る
市
民
の
受
付
、
案

内
を
担
当
し
、
二
年
生
が
教
員
と
展
示
物
を
作

り
、
説
明
を
担
当
し
た
。
一
年
生
は
事
前
に
、

東
京
事
務
所
の
別
府
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
マ
ナ
ー
講
習
会
を
受
け
、
①
挨
拶
と
返
事

②
服
装
と
身
だ
し
な
み　

③
敬
語
、
言
葉
遣
い

④
挨
拶
の
仕
方　

な
ど
を
学
ん
だ
。
今
年
は

二
五
二
名
と
過
去
最
高
の
参
加
者
を
数
え
た

が
、
事
前
講
習
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
多
く
の
市

民
か
ら
学
生
の
態
度
を
褒
め
る
言
葉
を
も
ら
っ

た
。

②
か
な
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

　

今
年
は
神
奈
川
県
主
催
の
「
か
な
が
わ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
に
参
加
し
、
横
浜
市
で

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
を
中
心
と
し
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
全
六
回
を
開
催
す

る
。
こ
の
計
画
は
東
日
本
大
震
災
の
起
こ
る
前

に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
震
災
発
生
後
、
県
民

の
関
心
は
高
く
、
横
浜
市
だ
け
で
な
く
、
小
田

原
市
で
も
同
じ
内
容
の
講
座
を
計
画
し
て
い

る
。
小
田
原
市
は
江
戸
時
代
以
降
周
期
的
に
大

地
震
に
見
舞
わ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
大

正
時
代
の
関
東
大
震
災
後
、
次
の
周
期
と
し
て

そ
ろ
そ
ろ
神
奈
川
県
西
部
地
震
の
発
生
が
恐
れ

ら
れ
て
い
る
土
地
柄
か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
も

高
い
関
心
事
で
あ
り
、
地
域
貢
献
と
し
て
大
き

く
評
価
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

③
大
学
発
・
政
策
提
案
制
度

　

神
奈
川
県
が
、
県
内
の
大
学
か
ら
県
政
に
関

わ
る
政
策
を
募
集
し
、
公
開
コ
ン
ペ
方
式
に
よ

る
審
査
に
よ
り
、
選
ば
れ
た
提
案
を
大
学
と
県

が
協
働
し
て
事
業
実
施
す
る
「
大
学
発
・
政
策

提
案
制
度
」
へ
六
件
提
案
し
た
。
県
職
員
に
よ

る
予
備
審
査
の
後
、
八
月
二
二
日
に
黒
岩
神
奈

川
県
知
事
出
席
の
も
と
公
開
コ
ン
ペ
が
開
催
さ

れ
る
が
、
採
択
さ
れ
れ
ば
、
大
学
の
知
見
を
地

域
行
政
に
生
か
す
試
み
と
し
て
、
大
き
な
地
域

貢
献
の
一
つ
と
な
る
。

④
研
究
業
績
紹
介
冊
子
発
行

　

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
員
が
地
域
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
学
外
で
活
躍
す
る
こ
と

も
地
域
貢
献
の
一
つ
と
考
え
、
全
教
員
の
研
究

テ
ー
マ
や
今
研
究
内
容
を
『
私
た
ち
の
知
識
、

お
役
立
て
下
さ
い
』
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

も
と
、
一
冊
の
冊
子
に
ま
と
め
、
昨
年
度
か
ら

小
田
原
近
郊
の
公
共
機
関
、
小
中
学
校
、
市
民

団
体
、
福
祉
施
設
・
団
体
に
配
布
し
て
い
る
。

こ
の
冊
子
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
教
員
へ
の
講

演
依
頼
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の

反
響
が
あ
っ
た
。

⑤
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
義
援
金

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
し
、
本
学
部

の
卒
業
生
が
謝
恩
会
を
取
り
や
め
、
そ
の
経
費

を
被
災
者
に
義
援
金
と
し
て
贈
る
こ
と
が
新
聞

や
小
田
原
市
の
広
報
誌
、
地
域
の
タ
ウ
ン
誌
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
共
に
生
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
本
大
学
の
理
念
を
、

卒
業
生
の
意
識
が
み
ご
と
に
実
現
し
た
よ
い
出

来
事
と
言
え
る
。
こ
の
義
援
金
は
、
小
田
原
キ

ャ
ン
パ
ス
内
の
被
災
学
生
（
家
屋
の
全
壊
）
一

人
と
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
全
体
の
被
災
者

に
、
さ
ら
に
全
国
の
被
災
者
に
届
く
よ
う
日
本

赤
十
字
社
へ
と
三
カ
所
に
分
け
て
配
分
さ
れ

た
。

　

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
こ
れ
か
ら
も
社
会

に
開
か
れ
た
大
学
で
あ
る
と
地
域
社
会
に
認
め

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
と
共
に
、
ま
た
地
域
の
た

め
に
多
く
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（
学
務
課　

高
久
晃
）

4

セミナーハウスでの集合写真

グループディスカッションの討議風景。
クイズラリーの景品を手にして笑顔も

●答え：③カンニング（始まる前はかなり緊張していました。でも、立派な選手宣誓でした）

本番1週間前の日曜日。炎天下で練習に励む
姿を偶然撮影することができました。連覇
の陰に地道な努力あり。これこそが本当の
伝統なのかもしれません。

開会式で選手宣誓をする小林里織さん（看
護学科1年）。
ここで問題。この不自然な左手のわけは？
①ただの癖　②胸やけ　③カンニング
答えはこのページの下に。

実行委員のメンバー。前列右端が委員長の
安藤琢人さん（放射線・情報科学科２年）

準備の整ったグラウンドを横目に、プログ
ラムを雨天用に切り替えて、体育館で応援
合戦のみの実施となった。

今年も看護学科が伝統の「よさこいソーラ
ン」で貫禄の連覇。

優勝カップを手にするのは井上哲さん（２
年）。

相変わらず、普段は軽い扱いの優勝カッ
プ。（ステージ袖にて）

最後に華やかにＳＴを書き上げた言語聴覚
学科。

今年も見事に成功した理学療法学科の人間
ピラミッド。

5月28日、大田原キャンパスで第16回運動
会が行われた。ただ、今年はあいにくの雨。

in OHTAWARA Campus

大田原
キャ ン
パス
運動会

第16回
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平
成
二
三
年
度
合
同
入
学
式

　

四
月
六
日
（
水
）、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
・
福
岡
看
護
学
部
お
よ
び
大
学
院
の

平
成
二
三
年
度
合
同
入
学
式
が
大
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
と
り
行
わ
れ
た
。

　

福
岡
看
護
学
部
と
し
て
は
三
回
目
の
入
学
式

で
あ
る
今
回
は
、
合
同
で
は
初
め
て
の
大
川
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
で
あ
り
、
福
岡
看
護
学
部

看
護
学
科
一
〇
三
名
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
一
七
七
名
が
入
学
の
は
こ
び
と
な
っ

た
。
式
に
は
多
数
の
御
来
賓
や
保
護
者
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
新
入
生
の
門
出
を
祝
福
い
た
だ

い
た
。

　

開
会
に
先
立
っ
て
、
三
月
一
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

開
会
の
辞
、
校
歌
斉
唱
の
の
ち
、
北
島
政
樹

学
長
、
高
木
邦
格
理
事
長
か
ら
の
式
辞
に
続

き
、
御
来
賓
の
植
木
光
治
大
川
市
長
、
石
川
潤

一
大
木
町
町
長
、
古
賀
一
成
衆
議
院
議
員
、
秋

田
章
二
福
岡
県
議
会
議
員
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
っ

た
。

　

お
心
の
こ
も
っ
た
祝
辞
を
受
け
、
新
入
生
を

代
表
し
て
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
言

語
聴
覚
学
科
山
辺
裕
太
さ
ん
が
力
強
く
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
新
入
生
の
国
際
医
療
福
祉
大

学
で
の
新
た
な
日
々
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

新
入
生
歓
迎
会

　

入
学
式
の
混
雑
が
一
息
つ
い
た
四
月
一
五

日
、
二
年
生
の
学
友
会
が
中
心
と
な
っ
て
一
年

生
の
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
。
新
し
い
環
境
に

ま
だ
な
じ
ん
で
い
な
い
一
年
生
の
緊
張
を
ほ
ぐ

し
、
一
年
生
同
士
、
仲
良
く
な
っ
て
も
ら
お

う
、
ま
た
、
学
校
と
上
級
生
で
あ
る
自
分
た
ち

に
も
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
三
月
か
ら
準
備

を
始
め
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
授
業
の
空
き
時
間
と
昼
休
み
を
利
用

し
て
、
講
堂
に
お
菓
子
や
飲
み
物
が
準
備
さ

れ
、「
み
ー
ん
な
仲
よ
く
な
っ
ち
ゃ
お
う　

友

達
一
〇
〇
人
で
き
る
か
な
?!
の
会
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
も
と
、
一
年
生
は
ほ
ぼ
全
員
集
合
し
て

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

二
年
生
学
友
会
会
長
の
挨
拶
の
の
ち
、
歓
談

し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
の
準
備
に
い
そ
し
む
学
生

達
。
す
で
に
男
女
問
わ
ず
会
話
が
は
ず
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
豪
華
（
？
）
賞
品
付
き
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
あ

が
り
、
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
終
了
す
る
と
、
今
度
は

二
年
生
有
志
に
よ
る
「
学
生
生
活
に
つ
い

て
」
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
。
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
な
が
ら
、
運
動
会
や
秋
の
大
学
祭
、
ま

た
、
日
頃
の
勉
強
の
や
り
方
な
ど
が
、
お
も

し
ろ
お
か
し
く
説
明
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

会
場
に
は
東
日
本
大
震
災
へ
の
募
金
箱
も
設

置
さ
れ
、
学
生
た
ち
が
次
々
と
募
金
し
て
い
っ

た
。
募
金
は
こ
の
後
、
日
本
赤
十
字
社
等
に
寄

付
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

二
年
生
が
自
主
的
に
こ
の
よ
う
な
会
を
催
す

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
企
画
・
準

備
か
ら
当
日
の
運
営
、
片
付
け
ま
で
、
す
べ
て

自
分
た
ち
で
や
り
き
っ
た
二
年
生
が
急
に
頼
も

し
く
な
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

初
め
て
の
実
習

　

六
月
一
三
日
〜
一
七
日
、
一
年
生
に
と
っ
て

の
初
め
て
の
臨
地
実
習
で
あ
る
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
Ⅱ
の
臨
地
実
習
が
行
わ
れ
た
。

　

病
院
施
設
で
の
実
習
は
二
日
間
で
あ
っ
た

が
、
初
め
て
の
実
習
を
前
に
緊
張
し
た
面
持
ち

で
あ
っ
た
一
年
生
が
な
ん
と
も
初
々
し
か
っ

た
。

実
習
最
終
日

は
実
習
班
ご

と
の
発
表
会

が
行
わ
れ
、

各
班
、
工
夫

を
凝
ら
し
た

発
表
が
み
ら

れ
た
。

　

発
表
者
は

思
い
の
ほ
か

落
ち
着
い
て

お
り
、
質
問
に
対
し
て
も
即
答
で
返
す
な
ど
、

初
め
て
と
は
思
え
な
い
堂
々
た
る
発
表
ぶ
り
で

あ
っ
た
。

　

発
表
者
だ
け
で
な
く
、
司
会
進
行
、
タ
イ
ム

キ
ー
パ
ー
も
学
生
が
交
替
で
行
い
、
質
問
者
の

指
名
や
、
制
限
時
間
を
越
え
て
の
発
表
に
は
遠

慮
な
く
注
意
の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
た
り
と
、
こ
ち

ら
も
本
格
的
な
進
行
具
合
で
あ
っ
た
。

　

初
め
て
の
臨
地
実
習
は
今
ま
で
想
像
の
世
界
で

あ
っ
た
看
護
師
の
仕
事
を
初
め
て
現
実
の
こ
と
と

し
て
体
験
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
想
像
と

現
実
と
の
違
い
―
予
想
以
上
の
重
労
働
、
座
学
で

学
ん
だ
こ
と
と
現
実
の
現
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

違
う
こ
と
―
等
に
驚
き
つ
つ
も
、
た
く
さ
ん
の
発

見
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
実
習
に
行
っ
て
、
ほ
ん
と
に
看
護
師
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
」。
こ
う
言
っ
た
一
年
生

の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。　

　

い
よ
い
よ
実
習
が
本
格
化
す
る
三
年
生
、
先

輩
と
な
り
学
校
の
中
心
を
担
う
よ
う
に
な
る
二

年
生
、
そ
し
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
一
年
生
、
こ
の

三
学
年
で
、
今
年
度
も
ま
た
一
歩
一
歩
、
福
岡

看
護
学
部
は
成
長
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
（
入
試
・
広
報
部　

藤
田
祐
子
）
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福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
・
福
岡
看
護

学
部
合
同
入
学
式
開
催

　

桜
が
満
開
と
な

っ
た
四
月
六
日
、

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
部
講

堂
に
て
、「
平
成

二
三
年
度
国
際
医

療
福
祉
大
学　

福

岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
・
福

岡
看
護
学
部
及
び

大
学
院
合
同
入
学

式
」
が
開
催
さ
れ

た
。（
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

一
七
七
名
、
福
岡
看
護
学
部
一
〇
三
名
）　

　

開
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な

な
ら
れ
た
方
々
、
特
に
帰
省
先
の
宮
城
県
岩
沼

市
で
亡
く
な
ら
れ
た
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
、
医

療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
学
生
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
北
島
政
樹
学
長
、
高
木
邦
格
理

事
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。　

　

続
い
て
植
木
光
治
大
川
市
長
、
石
川
潤
一
大

木
町
町
長
、
古
賀
一
成
衆
議
院
議
員
、
秋
田
章

二
福
岡
県
議
会
議
員
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
っ
た
。

　

新
入
生
代
表
で
言
語
聴
覚
学
科
の
山
辺
裕
太

さ
ん
が
「〝
共
に
生
き
る
社
会
〞
の
実
現
の
た
め

に
、〝
心
〞
あ
る
人

間
と
し
て
大
き
く
成

長
し
て
い
き
た
い
」

と
、
新
入
生
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
る

と
、
会
場
内
か
ら
は

祝
福
と
激
励
の
拍
手

が
沸
き
起
こ
っ
た
。

五
月
晴
れ
の
空
の
下
、
走
る
！
踊
る
！

頑
張
る
！　

三
校
合
同
運
動
会
開
催
！

　

五
月
一
五
日
、
本
学
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大

川
・
柳
川
地
区
の
「
三
校
合
同
大
運
動
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
絶
好
の
運
動
会
日
和
。
福
岡
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
五
チ
ー
ム
、
柳
川
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
二
チ
ー
ム
、
大
川
看
護
福

祉
専
門
学
校
一
チ
ー
ム
、
総
勢
約
九
〇
〇
名
の

学
生
と
教
職
員
が
集
結
し
、
八
チ
ー
ム
対
抗
の

大
運
動
会
と
な
っ
た
。

　

実
行
委
員
三
名
の
選
手
宣
誓
で
幕
を
開
け
、

ム
カ
デ
競
争
、
台
風
の
目
、
玉
入
れ
と
進
み
、

教
職
員
対
抗
リ
レ
ー
で
は
教
職
員
が
飴
食
い
の

粉
に
顔
を
真
っ
白
に
し
な
が
ら
、
借
り
物
競
争

で
奮
闘
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が

一
着
で
ゴ
ー
ル
し
た
。　

　

昼
休
み
恒
例
の
応
援
合
戦
は
毎
年
各
校
と
も

趣
向
を
凝
ら
し
、
本
学
部
も
二
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
見
事
に
息
の

合
っ
た
ダ
ン
ス
を

披
露
し
た
。　

　

午
後
か
ら
は
、

綱
引
き
、
今
年
の

新
競
技
の
寿
司
づ

め
と
続
き
、
毎
年

一
番
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
「
チ

ー
ム
対
抗
リ
レ

ー
」
で
は
、
福
岡

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
（
理
学

療
法
学
科
、
作
業

療
法
学
科
合
同
）

が
見
事
一
着
で
ゴ

ー
ル
し
た
。

医
療
・
福
祉
な
ど
楽
し
い
講
座
開
講
・

本
学
×
大
川
樟
風
高
校
（
高
大
連
携
事
業
）

　

大
川
樟
風
高
校
と
の
高
大
連
携
授
業
が
始
ま

り
、
五
月
二
六
日
、
本
学
部
で
開
講
式
が
あ
っ

た
。
今
回
で
五
期
目
と
な
り
、
大
川
樟
風
高
校

二
、三
年
生
の
希
望
者
が
放
課
後
と
夏
休
み
に

受
講
す
る
。
本
学
や
グ
ル
ー
プ
校
の
教
員
が
講

師
を
務
め
、
医
療
や
福
祉
、
科
学
な
ど
七
〇
分

間
の
授
業
が
年
間
二
五
回
行
わ
れ
る
。

　

今
年
度
も
「
医
療
・
福
祉
の
世
界
」
が
全
体

テ
ー
マ
で
、
二
年
生
の
二
六
名
が
受
講
。
開
講

式
の
翌
週
に
は
第
一
回
目
の
授
業
、
後
藤
純
信

教
授
に
よ
る
「
脳
を
知
ろ
う
」
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
他
、「
看
護
の
歴
史
と
技
術
」「
テ
ス
ト

に
活
か
せ
る
か
も
〜
記
憶
の
訓
練
に
つ
い
て

〜
」、「
赤
ち
ゃ
ん
は
こ
こ
が
す
ご
い
」
な
ど
、

高
校
生
の
関
心
を
引
く
テ
ー
マ
が
盛
り
だ
く
さ

ん
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
高
大
連
携
事
業
は
、
大
川
市
に
立
地
す

る
た
だ
唯
一
の
大
学
と
唯
一
の
高
校
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
大
学
が
持
つ
教
育
力
を
活
用
し
て

「
学
ぶ
楽
し
さ
・

知
る
喜
び
」
を

高
校
生
に
実
体

験
し
て
も
ら

い
、
大
川
の
教

育
、
人
材
育

成
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
一
年
生
、
臨
床
の
現
場
へ
」

ま
な
び
学
・
ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

（
早
期
臨
床
体
験
学
習
）
実
施
！

　

六
月
三
日
、
本
学
部
一
年
生
の
必
修
科
目

「
ま
な
び
学
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
「
ア

ー
リ
ー
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー

（
早
期
臨
床
体

験
学
習
）」
が

行
わ
れ
た
。「
ま

な
び
学
」と
は
、

『
大
学
入
門
講

座
と
位
置
づ

け
、
高
等
学
校

時
代
と
異
な
る

大
学
生
と
し
て
の
生
活
の
仕
方
、
大
学
で
の
諸

手
続
き
の
方
法
や
勉
強
の
仕
方
、
レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方
を
初
歩
か
ら
学
習
し
、
四
年
間
の
大
学

生
活
を
有
意
義
に
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
な
基
盤
づ
く
り
を
す
る
。
さ
ら
に
、

医
療
人
と
し
て
の
心
構
え
・
態
度
な
ど
も
学
習

す
る
（
以
上
、
シ
ラ
バ
ス
よ
り
抜
粋
）』
と
い

う
目
的
で
開
講
さ
れ
る
も
の
で
、「
ア
ー
リ
ー

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
」
は
そ
の
節
目
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
高
木
病
院
・
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
・
福
岡
山
王
病
院
な
ど
一
〇
か
所

の
グ
ル
ー
プ
関
連
病
院
・
施
設
に
分
か
れ
て
、

朝
か
ら
夕
刻
ま
で
終
日
施
設
を
見
学
し
た
。

「
臨
床
の
現
場
を
じ
っ
く
り
と
見
さ
せ
て
頂
く

こ
と
は
初
め
て
で
、
緊
張
し
て
い
ま
す
」（
理

学
療
法
学
科
）、「
今
日
は
患
者
の
方
々
と
の
会

話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
を

学
ぼ
う
と
思
い
ま
す
」（
作
業
療
法
学
科
）
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
秘
め
て
こ
の
体
験
学

習
に
臨
ん
だ
。

　

体
験
学
習
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、
思
わ
ず

ほ
っ
と
し
た
表
情
も
見
ら
れ
た
。
セ
ラ
ピ
ス
ト

へ
の
道
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
今
日
の
体

験
を
今
後
の
学
習
に
役
立
て
て
欲
し
い
。

（
入
試
・
広
報
部　

望
月
秀
樹
）

合同では初めての大川キャンパスでの開催

衣装も華やかな応援合戦 運動会の華、チーム対抗リレー

新入生代表の山辺裕太さん 今日から同じ道を歩む仲間です

少しでも自分たちにできることを

基礎ゼミナール実習の総括をされる小田学部長

賞品にはこんなものも！

地域の発展をめざし、高校と大学が
コラボレーション

初めての現場に緊張を隠せない
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あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

株
式
会
社
奨
学
金 

奨
学
生
認
証
式

　

六
月
一
日
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害

保
険
株
式
会
社
本
社
に
て
、
同
社
の
立
山
会

長
、
鈴
木
社
長
、
本
学
の
高
木
理
事
長
、
北
島

学
長
ら
が
列
席
の
も
と
、
奨
学
生
認
証
式
が
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
制
度

は
保
健
・
医

療
・
福
祉
の

有
為
な
専
門

職
の
育
成
を

目
指
す
本
学

の
趣
旨
に
賛

同
し
、
教
育

を
通
じ
た
社

会
貢
献
活
動

と
し
て
、
平

成
九
年
、
同

社

創

立

一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
の

一
環
と
し
て

設
立
さ
れ

た
。
奨
学
金

は
、
原
則
と

し
て
卒
業
ま

で
支
給
さ
れ
返
還
の
必
要
は
な
い
。

 

（
東
京
事
務
所
広
報
室　

金
井
雅
之
）

 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス　

学
生
課
）

視
機
能
療
法
学
科

新
入
生
歓
迎
会
・
学
科
交
流
会

　

四
月
二
九
日
〜
三
〇
日
の
二
日
間
、
視
機
能

療
法
学
科
新
入
生
歓
迎
会
・
学
科
交
流
会
が
、

那
須
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

新
入
生
五
一
名
は
、
到
着
後
す
ぐ
に
「
力
試

し
ク
イ
ズ
」
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
歓
迎
。
ク
イ
ズ
の

後
は
、
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
ん
だ
。
時
々
小
雨
の
降
る
生
憎
の
天
気

で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
天
気
を
も
の
と
も
せ

ず
、
盛
大
に
肉
や
野
菜
を
焼
き
、
お
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
、
先
輩
た
ち
や
教
職
員
と
大
い
に
語

り
、
学
科
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

翌
日
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
等

の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
さ
ら
に
お
互
い
の
距

離
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
り
豊
か
な
会
と

な
っ
た
。（

視
機
能
療
法
学
科
助
手　

古
川
珠
紀
）

薬
学
部　

白
衣
授
与
式

　

四
月
二
八
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
の

「
薬
学
部
白
衣
授
与
式
」
が
行
わ
れ
た
。

　

実
習
の
受
け
入
れ
先
で
あ
り
来
賓
の
蘇
原
泰

則
病
院
長
、
江
口
光
興
病
院
長
や
教
員
、
四
年

生
の
参
加
の
も
と
、
長
期
実
習
に
入
る
五
年
生

一
三
〇
人
に
、
大
学
ロ
ゴ
入
り
の
真
新
し
い
白

衣
が
贈
ら
れ
た
。
学
生
代
表
の
石
川
雅
人
さ
ん

と
津
田
悦
子
さ
ん
は
、
白
衣
に
手
を
通
し
た
ば

か
り
の
緊
張
し
た
面
持
ち
で
宣
誓
を
読
み
上

げ
、
五
月
か
ら
始
ま
る
実
習
に
臨
む
決
意
と
誇

り
を
語
っ
た
。

　

続
く
挨
拶
の
中
で
、
北
島
政
樹
学
長
は
、
自

身
の
経
験
か
ら
白
衣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
醸
成
さ
れ
る
集
団
へ
の
帰
属
意
識
に
つ
い
て

述
べ
、
さ
ら
に
、
こ
の
式
を
準
備
し
た
教
員
や

先
輩
の
努
力
と
、
そ
こ
に
あ
る
学
生
に
対
す
る

期
待
を
説
い
た
。

（
東
京
事
務
所
広
報
室　

金
井
雅
之
）
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塩谷看護専門学校キャンパスレポート
　

二
〇
〇
九
年
四
月
に
栃
木
県
厚
生
連
塩
谷
看

護
専
門
学
校
を
承
継
し
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

塩
谷
看
護
専
門
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
二
年
が
経
過
し
た
。
栃
木
県
内
に
は
、
看
護

師
を
養
成
す
る
専
修
学
校
が
一
〇
校
あ
り
ま
す

が
、
中
で
も
栃
木
県
の
県
北
地
域
に
は
本
校
一

校
の
み
で
あ
り
、
県
北
在
住
の
学
生
が
数
多
く

在
籍
し
て
い
る
。

　

当
校
の
校
舎
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷

病
院
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
り
、
平
成
六
年
に
建

築
さ
れ
た
建
物
で
す
が
、
は
じ
め
て
校
舎
内
に

入
る
誰
も
が
思
わ
ず
「
学
校
に
は
見
え
な

い
！
」
と
驚
か
れ
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

は
吹
き
抜
け
で
、
ガ
ラ
ス
の
屋
根
か
ら
明
る
い

日
ざ
し
が
差
し
込
ん
で
い
て
、
壁
面
も
窓
ガ
ラ

ス
が
広
が
り
、
那
須
岳
、
高
原
山
、
遠
く
は
日

光
の
山
々
な
ど
の
美
し
い
景
色
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
近
く
に
は
大
型
ス
ー
パ
ー
の

入
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
が
あ
り
、
快
適
な
学
生

生
活
を
過
ご
せ
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
新
入
生
四
二
名
を
迎
え
、
学
生
総

数
は
三
学
年
で
一
一
九
名
と
な
っ
た
。

　

講
義
は
、
当
校
の
専
任
教
員
だ
け
で
な
く
、

塩
谷
病
院
、
大
学
病
院
、
大
学
本
校
の
教
職
員

に
ご
教
授
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
臨
地
実

習
も
、
こ
れ
ま
で
の
塩
谷
病
院
、
大
学
病
院
、

な
す
療
育
園
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
は
西
那
須

野
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
老
人
保
健

施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
栃

の
実
荘
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
お
た
わ
ら

風
花
苑
で
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
グ
ル
ー

プ
施
設
で
大
部
分
の
実
習
が
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
グ
ル
ー
プ
施
設
の
温
か
い
ご
支
援
に
あ

ら
た
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
七
日
に
は
、
新
入
生
の
恒
例
行
事
で
あ

る
、
地
域
交
流
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
近
隣
農

家
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
一
グ
ル
ー
プ

五
・
六
人
編

成
で
一
日
農

業
体
験
を

し
、
地
域
の

人
々
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る

こ
と
や
、
地

域
社
会
に
関

心
を
持
つ
こ

と
を
目
的
と

し
て
い
る
も

の
あ
る
。
体

験
後
の
発
表
会
で
、
学
生
は
、「
受
け
身
の
姿

勢
で
は
い
け
な
い
、
積
極
的
に
な
ら
な
け
れ
ば

始
ま
ら
な
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。
学
生

に
と
っ
て
実
習
に
入
る
前
の
大
変
貴
重
な
行
事

で
あ
っ
た
と
思
う
。

（
事
務
部
）

国際医療福祉大学塩谷病院と同じ敷地内

近隣農家で一日農業体験も

T
O

P
IC

S

ト
ピッ
ク
ス

8名の奨学生が出席した認証式

白衣を身につけ宣言する津田悦子さんと石川雅人さん

　

本
校
は
、
平
成
二
一
年
度
に
栃
木
県
厚
生

連
塩
谷
看
護
専
門
学
校
か
ら
国
際
医
療
福
祉

大
学
塩
谷
看
護
専
門
学
校
と
し
て
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
二
一
年
度
は
看

護
師
基
礎
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
正
す

る
年
で
し
た
の
で
、
学
校
が
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
の
準
備
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

の
準
備
・
学
生
の
教
育
な
ど
、
平
成
二
〇
年

度
は
教
職
員
一
同
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
早
い

も
の
で
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専

門
学
校
に
な
っ
て
三
年
目
を
迎
え
新
た
に
新

設
さ
れ
た
統
合
分
野
の
実
習
（
統
合
実
習
）

を
三
年
生
が
実
施
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

統
合
実
習
で
は
よ
り
臨
床
に
近
い
形
で
実

習
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
学
ん
だ
知

識
・
技
術
を
統
合
し
、
医
療
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
看
護
師
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
、

看
護
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
基
礎
的
能
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実
習

を
通
し
て
、
看
護
師
が
医
療
チ
ー
ム
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
看
護
を
実
践
し

て
い
る
か
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

看
護
師
も
含
め
て
、
我
々
医
療
従
事
者
に

と
っ
て
一
番
重
要
な
こ
と
は
患
者
（
及
び
家

族
）
中
心
の
視
点
で
考
え
て
い
く
こ
と
で

す
。
患
者
が
そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
患
者
を
中
心
と
し
て
医
師
、
看

護
師
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

協
働
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
た
だ
、

学
生
を
見
て
い
ま
す
と
、
通
常
の
実
習
で

は
、
一
人
の
患
者
を
受
け
持
ち
、
看
護
過
程

を
と
お
し
て
看
護
を
実
践
す
る
教
育
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
医
療
チ
ー
ム
の
連
携
を
学
ん

で
ほ
し
い
と
実
習
目
標
に
掲
げ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
学
習
で
き
る
機
会
が
少
な
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
統
合
実
習
で
は
、

患
者
を
中
心
に
医
療
チ
ー
ム
と
の
連
携
の
な

か
で
看
護
を
学
ぶ
機
会
が
得
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
し
、
学
習
で
き
る
よ
う
実
習
施
設
と
も

連
携
を
図
る
こ
と
が
教
員
に
求
め
ら
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

医
学
教
育
の
分
野
で
は
、
チ
ー
ム
医
療

の
た
め
の
教
育
を
「
専
門
職
連
携
教
育
」

（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
看
護
教
育
の
中
で
も
、
大

学
及
び
医
学
部
に
あ
る
保
健
学
科
や
看
護

学
科
で
は
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

本
校
は
専
門
学
校
で
看
護
学
科
の
単
科
の

た
め
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
学
習
環
境
を
つ
る
こ
と
は
現

実
困
難
で
す
。
た
だ
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

は
様
々
な
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
学
科
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
本
校
と
大
学
の
と
の
接
点
は

講
義
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
大
学
と
も
連
携
で
き
る
よ
う
な
教
育
体
制

を
整
え
、
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
看
護

の
専
門
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
看
護
師
を

育
成
で
き
る
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

私の主張 第19回 チーム医療を担える看護師の育成 砂川かおる塩谷看護専門学校教務主任

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

（
平
成
二
三
年
度
新
規
生
）

●
保
健
医
療
学
部

理
学
療
法
学
科

佐
久
間
達
生
（
２
年
）

作
業
療
法
学
科

永
井
佑
佳
（
２
年
）

言
語
聴
覚
学
科

小
出
知
沙
子
（
２
年
）

視
機
能
療
法
学
科

横
田
美
佳
（
２
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科

塩
野
谷
結
実
（
２
年
）

●
薬
学
部

薬
学
科

西
海
弘
子
（
２
年
）

●
小
田
原
保
健
医
療
学
部

理
学
療
法
学
科

大
内
梨
央
（
２
年
）

●
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部

理
学
療
法
学
科

梅
本
翔
（
２
年
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
年
間
成
績

優
秀
賞
受
賞
者

●
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

馬
場
美
和
（
２
年
）

市
村
友
香
莉
（
３
年
）

薄
井
麻
希
（
４
年
）

理
学
療
法
学
科

木
下
琴
枝
（
２
年
）

大
河
原
咲
絵
（
３
年
）

西
塚
佳
織
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

大
貫
わ
か
菜
（
２
年
）

山
田
愛
（
３
年
）

松
谷
ゆ
か
り
（
４
年
）

言
語
聴
覚
学
科

亀
井
も
も
こ
（
２
年
）

大
谷
浩
之
（
３
年
）

坪
井
美
代
子
（
４
年
）

視
機
能
療
法
学
科

平
山
真
奈
美
（
２
年
）

福
田
衣
里
子
（
３
年
）

中
村
怜
美
（
４
年
）

放
射
線
・
情
報
科
学
科

河
津
恵
（
２
年
）

黒
川
有
紀
（
３
年
）

伊
澤
光
太
郎
（
４
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科

黒
川
祐
衣
（
２
年
）

宇
野
静
香
（
３
年
）

医
療
経
営
学
科

土
屋
美
幸
（
４
年
）

医
療
福
祉
学
科

早
川
文
香
（
４
年
）

●
薬
学
部

薬
学
科

鈴
木
真
（
２
年
）

手
塚
千
裕
（
３
年
）

篠
加
奈
子
（
４
年
）

齋
藤
美
咲
（
５
年
）

清
水
香
那
子
（
６
年
）

●
小
田
原
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

田
中
優
大
（
２
年
）

杉
本
夏
希
（
３
年
）

熊
沢
歩
美
（
４
年
）

理
学
療
法
学
科

島
田
真
衣
（
２
年
）

山
崎
諒
介
（
３
年
）

田
上
真
奈
巳
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

鈴
木
美
咲
（
２
年
）

小
瀬
良
潤
（
３
年
）

髙
木
沙
己
（
４
年
）

●
福
岡
看
護
学
部

看
護
学
科

吉
村
小
夜
子
（
２
年
）

福
田
美
幸
（
３
年
）

●
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部

理
学
療
法
学
科

田
中
綾
（
２
年
）

中
元
唯
（
３
年
）

末
廣
優
介
（
４
年
）

作
業
療
法
学
科

坂
井
和
美
（
２
年
）

中
元
華
穂
（
３
年
）

林
怜
美
（
４
年
）

言
語
聴
覚
学
科

田
口
智
子
（
２
年
）

友
池
理
歌
（
３
年
）

山
本
矩
実
（
４
年
）

奨
学
生
氏
名
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チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
と
の
協
定
締
結

　

六
月
三
日
〜
七
日
、
高
木
邦
格
理
事
長
は
ベ

ト
ナ
ム
を
公
式
訪
問
し
、
六
日
に
は
ホ
ー
チ
ミ

ン
最
大
の
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
（Cho Ray 

H
ospital: 

Ｃ
Ｒ
Ｈ
）
を
訪
れ
、
本
学
と
の
医

療
・
学
究
的
分
野
に
お
け
る
協
定
書
を
締
結
し

た
。
Ｃ
Ｒ
Ｈ
は
一
九
〇
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
保

健
省
直
轄
の
南
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
基
幹
病
院

で
、
本
学
も
毎
年
多
く
の
学
生
が
「
海
外
保
健

福
祉
事
情
」
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｒ

Ｈ
に
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
み
な
ら
ず
南
ベ
ト
ナ

ム
中
か
ら
患
者
が
集
ま
り
、
一
日
当
た
り
外
来

が
約
三
〇
〇
〇
人
、
救
急
が
約
二
八
〇
人
、

一
七
〇
〇
ベ
ッ
ド
に
対
し
入
院
患
者
が

二
五
〇
〇
人
を
上
回
る
な
ど
、
ま
さ
に
南
ベ
ト

ナ
ム
の
医
療
を
支
え
て
い
る
病
院
で
あ
る
。
六

日
の
夜
に
は
南
ベ
ト
ナ
ム
病
院
会
会
長
も
務
め

るSon

院
長
を
中
心
に
病
院
関
係
者
を
一
四

名
招
待
し
た
本
学
主
催
の
公
式
晩
餐
会
を
開

催
、
七
日
に
は
Ｃ
Ｒ
Ｈ
主
催
の
晩
餐
会
が
開
催

さ
れ
、
今
後
よ
り
一
層
医
療
・
学
研
的
分
野
を

中
心
に
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し

た
。
ま
た
、
現
在
本
学
が
採
択
さ
れ
た
経
産
省

の
「
遠
隔
病
理
診
断
・
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
を

ア
ジ
ア
で
展
開
す
る
調
査
事
業
」
に
つ
い
て
も

協
力
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
東
京
事
務
所　

秘
書
室
）

「
日
本
哺
乳
動
物
卵
子
学
会
」
開
催

「
第
五
二
回
日
本
哺
乳
動
物
卵
子
学
会
総
会
・

学
術
講
演
会
」
は
、
同
学
会
の
副
理
事
長
で
あ

る
栁
田
薫
大
学
院
教
授
（
国
際
医
療
福
祉
大
学

病
院
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）
が
大

会
長
を
務
め
、
五
月
二
一
日
〜
二
二
日
、
本
学

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
の
冒
頭
、
栁
田
薫
大
会
長
の
開
会
の
辞

で
幕
が
開
き
「
卵
子
と
精
子
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン
」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
受

精
、
胚
発
生
、
着
床
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
や
臨
床
で
の

体
外
受
精
関
連
の
研
究
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

初
日
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
堤
治
大
学

院
教
授
（
山
王
病
院
院
長
）
が
座
長
を
務
め
た

ほ
か
、
二
日
目
に
は
藤
原
敏
博
山
王
病
院
リ
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
が
登
壇
す
る
な

ど
、
本
学
か
ら
も
不
妊
治
療
の
第
一
人
者
が
多

数
出
席
し
た
。

　

さ
ら
に
、
初
日
午
後
か
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
冒
頭
、
北
島
政
樹
学
長
が
今
回
の
大
会
が
多

く
の
成
果
を
生
み
出
し
、
学
会
が
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
。

　

栁
田
学
会
長
は
最
後
に
、

「
こ
の
大
学
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

い
つ
も
と
違
う

と
こ
ろ
で
開
催

し
た
い
と
い
う

思
い
で
、
大
田

原
で
の
開
催
を

企
画
し
た
。
非

常
に
多
く
の
人

に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
学
会

と
し
て
は
大
成

功
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

中
央
臨
床
研
修
委
員
会

「
研
修
医
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

開
催

　

毎
年
四
月
に
、
当
グ
ル
ー
プ
に
入
職
し
た
て

の
初
期
研
修
医
に
対
し
て
「
合
同
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
本
年
は
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
六
月

一
六
日
か
ら
の
三
日
間
に
順
延
し
て
、
開
催
し

た
。

　

全
二
一
名
の
研

修
医
が
、
東
京
、

栃
木
、
熱
海
の
地

で
研
修
を
し
た
。

理
事
長
、
学
長
、

大
学
院
長
を
は
じ

め
多
数
の
方
々
か

ら
、
将
来
の
医
療

を
担
う
医
師
た
ち

へ
エ
ー
ル
を
込
め

た
講
義
を
し
て
頂

い
た
。
懇
親
会
の

席
で
は
、
な
か
な

か
ご
一
緒
で
き
な
い
よ
う
な
諸
先
輩
の
謦
咳
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
、
研
修
医
諸
君
も
貴
重
な

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

例
年
と
異
な
り
、
二
ヶ
月
程
臨
床
現
場
で
の

経
験
を
積
ん
だ
上
で
の
参
加
だ
っ
た
の
で
、
ち

ょ
っ
と
し
た
会
話
の
中
に
も
、
医
師
と
し
て
の

自
覚
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
頼
も

し
く
感
じ
た
。
ハ
ー
ト
を
持
っ
た
す
ば
ら
し
い

医
師
に
育
つ
こ
と
を
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催
に
ご

協
力
頂
い
た
全
て
の
皆
様
方
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
医
学
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長　

天
野
隆
弘
）

山
本
澄
子
教
授
が
文
部
科
学
大
臣
表

彰
の
科
学
技
術
賞
（
開
発
部
門
）
を

受
賞

　

文
部
科
学
省
で
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
研

究
開
発
、
理
解
増
進
等
に
お
け
る
顕
著
な
成
果

に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
に
よ

り
、
科
学
技
術
に
携
わ
る
者
の
意
欲
の
向
上
を

図
り
、
も
っ
て
我
が
国
の
科
学
技
術
水
準
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
科
学
技
術

分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
本
学
大
学
院
の
山
本
澄
子
教
授
が

中
心
と
な
っ
て
開
発
し
た
〝
脳
卒
中
片
麻
痺
者

の
た
め
の
装
具
〞
が
平
成
二
三
年
度
の
科
学
技

術
賞
（
開
発
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

「
こ
れ
は
『
ゲ
イ
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
』
と

命
名
し
た
装
具
で
す
。
ゲ
イ
ト
は
歩
行
、
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
は
解
決
と
い
う
意
味
な
の
で
、
歩

行
の
問
題
を
解
決
す
る
装
具
と
い
う
意
味
を
こ

め
ま
し
た
。
従
来
の
装
具
は
安
定
性
を
重
視
し

て
、
足
首
の
動
き
を
制
限
す
る
も
の
が
多
く
、

歩
き
や
す
さ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
二
〇
年
以
上
前

か
ら
、
特
殊
な
カ
メ
ラ
な
ど
を
使
用
し
て
片
麻

痺
の
方
の
歩
行
計
測
を
行
い
、
装
具
に
必
要
な

機
能
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
ゲ
イ

ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
装
具
の
足
首
部
分
に

組
み
込
ん
だ
油
圧
ダ
ン
パ
ー
に
よ
っ
て
、
足
首

を
動
か
し
な
が
ら
動
き
を
補
助
す
る
機
能
を
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

開
発
は
、
機
械
部
品
を
設
計
製
作
し
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
使
用
す
る
方
の
足
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る

よ
う
に
装
具
全
体
の
形
状
を
検
討
し
た
義
肢
装

具
士
、
片
麻
痺
者
の
歩
行
練
習
の
立
場
か
ら
装

具
に
必
要
な
機
能
を
考
え
た
理
学
療
法
士
、
片

手
で
の
着
脱
が
し
や
す
い
よ
う
に
ベ
ル
ト
な
ど

の
形
状
を
検
討
し
た
作
業
療
法
士
、
使
っ
て
み

た
い
と
思
わ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
た
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
力
を
集
め
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
全
国
で

一
万
人
以
上
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
北
島
学
長
の
ご
推
薦
を
い
た
だ

き
、
こ
の
よ
う
に
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
け
た

こ
と
は
た
い
へ
ん
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
国

内
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
の
普
及
も
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
山
本
先
生
談
）

　

例
年
四
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
て
い
た
表
彰
式

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た

が
、
四
月
下
旬
に
賞
状
と
副
賞
が
送
付
さ
れ

た
。 

（
広
報
室　

金
井
雅
之
）

平
成
二
二
年
度

学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学　

決
算
報
告

　

平
成
二
二
年
度
は
、
薬
学
部
及
び
福
岡
の
各

学
部
に
お
け
る
学
年
進
行
に
よ
り
、
学
納
金
収

入
が
前
年
よ
り
五
億
円
以
上
増
加
、
ま
た
、
四

附
属
病
院
も
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
収
益
を
伸
ば

し
、
医
業
収
入
は
前
年
よ
り
約
二
○
億
円
の
増

収
と
な
っ
た
。

　

学
校
法
人
全
体
で
の
償
却
前
経
常
利
益
は
、
運

営
費
補
助
金
一
○
億
円
の
交
付
を
受
け
た
昨
年
と

ほ
ぼ
同
額
の
約
三
六
億
円
を
確
保
し
て
い
る
。

　

自
己
資
本
五
七
○
億
円
、
基
本
金
は

六
七
一
億
円
に
達
し
、
平
成
二
三
年
度
中
に

は
、
三
田
の
新
病
院
が
竣
工
と
な
る
た
め
、
施

設
・
設
備
の
一
層
の
拡
充
が
進
む
も
の
と
見
込

ま
れ
る
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
施
設
の
修
繕
費
支
出
に
備
え
、
平
成
二
二
年

度
決
算
に
お
い
て
、
災
害
修
繕
損
失
引
当
金
を

二
億
円
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

（
経
理
部
長　

岸
儀
子
）

視察に訪れたチョーライ病院にて

挨拶する北島政樹学長と栁田大会長

大田原キャンパスにて

協定書の締結を終えて固い握手

大会長を務めた柳田薫大学院教授

山本先生の他、共同開発者の４名が表彰された

賞状を手にする山本先生

 貸借対照表
平成 23年 3月 31日  　　　　　　　　　　（単位：千円）

科目 本年度末 前年度末 増減
資産の部
固定資産 65,435,886 65,979,021 △ 543,135
　有形固定資産 64,817,826 65,416,107 △ 598,281

土地 32,612,437 32,580,732 31,705
建物 22,809,854 23,633,176 △ 823,322
構築物 1,161,078 1,223,722 △ 62,644
教育研究用機器備品 3,802,155 4,023,321 △ 221,166
その他の機器備品 2,041,816 1,620,907 420,909
図書 732,724 687,253 45,471
車輌 70,587 69,821 766
建設仮勘定 1,587,175 1,577,175 10,000

　その他の固定資産 618,060 562,914 55,146
ソフトウェア 34,750 26,249 8,501
借地権 2,190 2,190 0
電話加入権 4,717 4,717 0
有価証券 248,855 194,055 54,800
長期貸付金 169,704 178,558 △ 8,854
差入保証金 147,844 147,145 699
長期預け金 10,000 10,000 0

流動資産 18,486,533 15,902,670 2,583,863
資産の部合計 83,922,419 81,881,691 2,040,728

負債の部
固定負債 15,974,260 16,677,766 △ 703,506
流動負債 10,899,788 9,865,466 1,034,322

負債の部　合計 26,874,048 26,543,232 330,816
基本金の部
基本金の部　合計 67,088,861 64,639,827 2,449,034
消費収支差額の部

翌年度繰越消費支出超過額 10,040,490 9,301,368 739,122
消費収支差額の部　合計 △ 10,040,490 △ 9,301,368 △ 739,122
負債の部、基本金の部 
および消費収支差額の部　合計 83,922,419 81,881,691 2,040,728

消費収支計算書
本年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）  
前年度（自　平成21年4月1日　至　平成22年3月31日）  
学校法人国際医療福祉大学  （単位：千円）
科目  摘要 本年度 前年度 増減
消費収入の部
学生生徒等納付金 8,701,370 8,135,090 566,280
手数料 230,555 200,701 29,854
寄付金 257,043 20,041,855 △ 19,784,812
事業収入 315,864 262,447 53,417
医療収入 27,992,281 25,970,111 2,022,170
資産運用収入 92,013 92,727 △ 714
補助金 1,365,910 2,564,770 △ 1,198,860
雑収入 291,365 231,785 59,580
資産売却収入 0 861 △ 861
帰属収入合計 39,246,402 57,500,347 △ 18,253,945

基本金組入額 △ 2,449,034 △ 
22,027,590 19,578,556

消費収入合計 36,797,368 35,472,757 1,324,611
消費支出の部
人件費 16,262,529 15,025,388 1,237,141
教育研究経費 2,729,112 2,686,058 43,054
医療経費 11,434,464 10,854,420 580,044
管理経費 6,903,559 6,746,591 156,968
借入金等利息 179,245 136,302 42,943
資産処分差額 144 308,199 △ 308,055
徴収不能引当金繰入 27,437 12,347 15,090
消費支出合計 37,536,491 35,769,305 1,767,186
消費収支差額 △ 739,123 △ 296,548 △ 442,575
※前年度寄附金は、土地評価益194億円を含む。
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国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

緩
和
ケ
ア
研
修
会
を
開
催

　

去
る
五
月
二
一
日
（
土
）、
二
二
日
（
日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
厚
生
労
働
省
の
「
緩
和

ケ
ア
研
修
会
開
催
指
針
」
に
基
づ
き
、
が
ん
に

携
わ
る
医
師
、
看
護
師
等
を
対
象
と
し
た
緩
和

ケ
ア
研
修
会
を
開
催
し
た
。
医
師
一
五
名
、
看

護
師
一
名
、
薬
剤
師
一
名
、
医
療
従
事
者
一
名

が
参
加
し
、
緩
和
ケ
ア
の
知
識
、
技
能
、
態
度

を
講
義
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
習
得
し

た
。
参
加
者
は
す
べ
て
の
単
位
を
取
得
し
、
厚

生
労
働
省
健
康
局
長
よ
り
修
了
証
の
交
付
を
受

け
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
ご
紹
介

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
は
今
年
四
月
、
理

学
療
法
士
三
名
、
作
業
療
法
士
一
名
、
言
語
聴

覚
士
二
名
が
新
た
に
入
職
し
、
現
在
は
理
学
療

法
士
九
名
、
作
業
療
法
士
四
名
、
言
語
聴
覚
士

五
名
が
在
籍
し
て
い
る
。
当
院
は
、
頭
頸
部
腫

瘍
セ
ン
タ
ー
、
耳
鼻
咽
喉
科
な
ど
に
専
門
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
疾
患
を

有
す
る
患
者
数
が
多
く
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
が
チ
ー
ム
医
療
の
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。

　

今
年
四
月
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
を
卒
業
し

言
語
聴
覚
士
と
し
て
三
田
病
院
に
勤
務
を
始
め

た
渡
部
恵
子
さ
ん
に
四
月
か
ら
の
研
修
に
つ
い

て
お
話
を
聞
い
た
。

「
こ
れ
ま
で
に
嚥
下
訓
練
や
発
声
・
発
語
に
障

害
の
あ
る
患
者
様
を
担
当
し
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
と
な
る
先
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が

ら
臨
床
を
行
っ
て
い
ま
す
。
疾
患
だ
け
で
な
く

患
者
様
や
ご
家
族
の
今
後
の
生
活
を
考
え
な
が

ら
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
に
、
言
語
聴
覚
士
と

し
て
の
や
り
が
い
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

先
輩
職
員
や
患
者
様
か
ら
い
た
だ
く
温
か
い
言

葉
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
今
後
も
さ
ら
に
知
識

と
経
験
を
積
ん
で
い
き
、
よ
り
良
い
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

お
よ
そ
六
カ
月
を
か
け
て
全
般
的
な
疾
患
へ

の
対
応
を
経
験
し
た
後
、
三
田
病
院
の
医
療
を

担
う
一
人
と
し
て
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

（
総
務
企
画
課　

小
倉
由
紀
子
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

救
院
内
助
産

「
ば
ー
す
は
う
す　

マ
マ
♡
は
ー
と
」

　

平
成
二
〇
年
に
全
国
で
三
一
カ
所
だ
っ
た
院

内
助
産
も
二
二
年
に
は
五
九
カ
所
と
年
々
増
え

続
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
当
院
の
よ
う
な
恵

ま
れ
た
環
境
で
始
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
快
適
性
を
追
求

し
た
設
備
と
ケ
ア
、
周
産
期
セ
ン
タ
ー
の
傘
下

で
あ
る
安
全
性
、
そ
し
て
、
他
に
は
な
い
大
学

院
助
産
学
分
野
と
の
協
働
に
よ
る
専
門
性
の
追

求
・
確
立
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

会
議
に
は
、
周
産
期
セ
ン
タ
ー
長
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
医
師
、
看
護
部
責
任
者
、
院
内
助
産
ス
タ
ッ

フ
と
大
学
院
助
産
学
分
野
の
教
職
員
が
参
加

し
、
方
針
、
計
画
、
内
容
、
評
価
を
兼
ね
た
意

見
交
換
を
通
じ
て
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

目
指
す
の
は
日
本
初
、
院
内
助
産
院
に
お
け
る

ユ
ニ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
な
大
学
と
病
院
の
完
璧
な
ユ
ニ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
臨
床
と
教
育
が
互
い
の
役

割
を
調
節
し
、
互
い
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
当
院
の
個
性
に
合
っ
た
ユ

ニ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

将
来
的
に
は
地
域

と
の
連
携
強
化
、

研
究
開
発
事
業
も

視
野
に
置
き
た

い
。

　

現
在
、
ス
タ
ッ

フ
は
五
人
の
助
産

師
で
構
成
し
て
い
る
。
助
産
学
の
修
士
課
程
修

了
者
、
修
了
見
込
み
の
大
学
院
在
籍
者
と
、
厳

し
い
院
内
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
ベ
テ
ラ
ン
で
あ

る
。
本
院
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

安
全
で
快
適
な
お
産
を
目
指
し
、
日
々
助
産
ケ

ア
の
質
の
向
上
、
個
々
の
資
質
の
向
上
に
励
ん

で
い
る
。
時
代
と
共
に
助
産
教
育
や
助
産
師
の

働
き
方
が
変
化
し
て
い
る
現
状
を
受
け
止
め
る

一
方
、
変
わ
ら
な
い
部
分
も
大
切
に
し
た
い
と

思
う
。

　

ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
私
た
ち
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
瞬
間
は
、
や
は
り

「
満
足
の
い
く
お
産
」
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
時

で
あ
る
。
六
月
一
五
日
に
ば
ー
す
は
う
す
第
一

号
、
一
八
日
に
第
二
号
の
出
産
が
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
陣
痛
開
始
か
ら
分
娩
終
了
ま
で
ゆ
っ
く

り
と
時
間
が
流
れ
、
私
た
ち
は
一
時
も
そ
ば
を

離
れ
ず
、
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

お
母
さ
ん
が
楽
だ
と
思
う
体
位
で
の
分
娩
（
お

二
人
と
も
四
つ
ん
這
い
の
出
産
だ
っ
た
）
を
お

手
伝
い
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
回
旋
を
感
じ
な
が

ら
出
産
で
き
た
と
言
う
お
母
さ
ん
の
言
葉
通

り
、
自
然
の
流
れ
に
逆
ら
わ
な
い
分
娩
だ
っ
た
。

　

退
院
さ
れ
る
と
き
に
、「
大
満
足
で
す
。
ま

た
こ
こ
で
産
み
た
い
」
と
言
わ
れ
、
立
ち
合
っ

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
「
こ
こ
は
安
心
し
て
娘

の
お
産
を
任
せ
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は

助
産
師
冥
利
に
尽
き
る
。
お
産
は
百
人
百
通
り

の
形
が
あ
り
、
何
年
助
産
師
を
や
っ
て
い
て

も
、
無
事
赤
ち
ゃ
ん
の
産
声
を
聞
く
ま
で
は
生

き
た
心
地
が
し
な
い
も
の
。
安
全
の
確
保
が
必

須
条
件
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
「
満
足
の
い
く
お
産
」
の
お
手
伝
い
が
で
き

る
よ
う
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

（
ば
ー
す
は
う
す　

間
中
伴
子
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

　

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
当
地
区
に
お
い
て
も
震
度

五
強
と
い
う
、
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
強
い

揺
れ
に
不
安
を
感
じ
た
が
、
幸
い
に
も
建
物
本

体
に
大
き
な
被
害
は
な
く
、
当
院
の
患
者
様
に

影
響
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
マ
ロ

ニ
エ
苑
、
栃
の
実

荘
の
入
所
者
様
は

国
福
病
院
お
よ
び

近
隣
の
学
校
に
緊

急
避
難
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況

と
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
当
院
で

は
マ
ロ
ニ
エ
苑
よ
り
百
名
、
栃
の
実
荘
よ
り

五
二
名
の
入
所
者
様
を
当
院
病
棟
で
受
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

受
入
れ
に
際
し
て
、
当
院
で
は
、
開
棟
し
て

い
な
い
二
階
西
病
棟
、
三
階
東
病
棟
、
四
階
西

病
棟
の
三
病
棟
を
受
入
れ
病
棟
と
し
て
設
定
。

特
に
承
継
後
、
一
度
も
開
い
て
い
な
い
二
階
西

病
棟
と
四
階
西
病
棟
に
つ
い
て
は
、
資
材
の
整

理
か
ら
は
じ
ま
り
、
清
掃
、
ベ
ッ
ド
搬
入
と
当

院
の
職
員
も
急
ピ
ッ
チ
で
受
入
れ
に
向
け
作
業

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
患
者
受
入
れ
・
対
応
に
つ

い
て
は
山
王
病
院
、
三
田
病
院
、
熱
海
病
院
、

九
州
地
区
の
施
設
か
ら
医
師
、
看
護
師
の
応
援

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
の
協
力
も
あ
り
、
地
震
発
生
後

か
ら
一
週
間
で
計
画
の
一
五
二
名
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
応
援
い
た
だ
い
た
皆
様
、

本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、

慣
れ
な
い
病

棟
で
の
生
活

に
入
所
者
様

は
相
当
戸
惑

っ
て
い
る
様

子
だ
っ
た
。

全
く
見
た
こ

と
も
な
い
施

設
で
院
内
を

歩
き
回
る
方
や
環
境
の
変
化
で
体
調
を
壊
さ
れ

る
方
、
ま
た
職
員
も
同
様
で
不
慣
れ
な
状
況
で

の
勤
務
で
互
い
に
試
行
錯
誤
の
毎
日
だ
っ
た
。

　

一
か
月
が
経
過
し
、
施
設
も
落
ち
着
き
を
み

せ
て
き
た
。
入
所
者
の
方
も
だ
い
ぶ
環
境
に
慣

れ
、
塩
谷
病
院
に
馴
染
ん
で
お
り
、
何
だ
か

三
百
床
開
棟
し
て
い
る
活
気
の
あ
る
病
院
と
錯

覚
し
て
し
ま
う
よ
う
だ
っ
た
。

　

マ
ロ
ニ
エ
苑
の
改
修
工
事
も
進
み
、
六
月
五

日
（
日
）、
マ
ロ
ニ
エ
苑
に
帰
院
さ
れ
る
入
所

者
様
を
送
り
出
す
日
が
や
っ
て
き
た
。
午
前
・

午
後
二
班
に
分
け
、
特
に
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
た
ち
が
入
所
者
の
方
の
移
動
や
荷
物
の
持

ち
出
し
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、
遺
漏

な
く
無
事
合
計
八
五
名
の
入
所
者
様
を
送
り
出

し
ひ
と
安
心
。
中
に
は
「
も
う
す
こ
し
塩
谷
病

院
で
過
ご
し
た
か
っ
た
」、「
マ
ロ
ニ
エ
苑
に
帰

れ
る
の
は
う
れ
し
い
が
、
塩
谷
病
院
も
名
残
惜

し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
入
所
者
様
も
お
り
、
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
震
災
を
通
じ
て
の

グ
ル
ー
プ
施
設
が
一
つ
に
な
っ
た
と
感
じ
た
ひ

と
時
だ
っ
た
。

（
事
務
局
）

リビングから見たダイニング

患者様の発声訓練を行う渡部職員

移動などでは学生ボランティアが活躍

帰院される入所者様を見送るスタッフ

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

【
第
五
〇
回
熱
海
病
院
院
内
学
術
懇
話
会
】

　

当
院
で
は
院
内
学
術
懇
話
会
を
定
期
的
に
開

催
し
、
各
部
署
間
の
情
報
交
換
や
各
職
員
の
知

識
と
意
欲
の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

　

五
月
二
七
日
（
金
）、
第
五
〇
回
目
の
院
内

学
術
懇
話
会
が

開
催
さ
れ
た
。

五
〇
回
と
い
う

節
目
を
迎
え
、

内
容
も
講
演
の

み
の
特
別
構
成

で
実
施
さ
れ

た
。
本
校
薬
学

部
の
実
習
生
を

含
む
約
一
四
〇

名
の
参
加
に
よ

り
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
な

わ
れ
た
。

【
記
念
講
演
】

　

一
．
神
経
内
科
の
過
去
・
現
在
・
未
来

　
　
　
（
司
会
‥
大
津
聡
美　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
師
長
）

　
　
　

永
山
正
雄
（
神
経
内
科
教
授
）

　

二
．
日
本
の
肺
が
ん
と
世
界
の
肺
が
ん

　
　
　

 （
司
会
‥
太
田
祥
恵　

看
護
部
師
長
）

　
　
　

輿
石
義
彦
（
呼
吸
器
外
科
教
授
）

　

三
． 

機
能
温
存
を
目
指
し
た
胃
癌
の
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
医
療 

　
　
　
（
司
会
‥
猪
野
智
佳　

五
・
六
階
病
棟
師
長
）

　
　
　

竹
下
公
矢
（
内
視
鏡
教
授
）

　

四
．
移
植
医
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望

　
　
　
（
司
会
‥
横
山
直
司　

看
護
副
部
長
）

　
　
　

寺
岡
慧
（
院
長
・
移
植
外
科
教
授
）

【
第
一
三
回
褥
瘡
講
演
会
】

　

六
月
一
四
日
（
火
）、
当
院
地
下
一
階
の
大

会
議
室
に
お
い
て
、
第
一
三
回
褥
瘡
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
平
塚
共
済
病
院
皮
膚
科
部
長
、
福

永
有
希
先
生
を
お
招
き
し
た
。
無
菌
状
態
で
飼

育
さ
れ
た
ハ
エ
の
幼
虫
（
マ
ゴ
ッ
ト
）
を
用
い

て
、
褥
瘡
に
よ
り
壊
死
し
た
組
織
の
治
療
を
行

な
う
、
マ
ゴ
ッ
ト
治
療
の
実
際
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

約
五
〇
名
の
職
員
が
参
加
し
、
古
く
か
ら
用
い

ら
れ
て
い
な
が
ら
、
普
段
あ
ま
り
触
れ
る
機
会

の
な
い
治
療
法
に
つ
い
て
、
興
味
深
く
耳
を
傾

け
た
。

【
演
題
】　

褥
瘡
の
マ
ゴ
ッ
ト
治
療

【
講
師
】　

平
塚
共
済
病
院　

皮
膚
科
部
長

　
　
　
　

福
永
有
希　

先
生

（
総
務
課　

篠
原
拓
真
）

附
属
病
院

附
属
病
院

附
属
病
院

附
属
病
院
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施設インフォメーション

医
療
法
人
財
団
順
和
会 

山
王
病
院
・

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

東
日
本
大
震
災
と
山
王
病
院

　

平
成
一
二
年
に
現
在
の
地
に
移
転
新
築
し
た

山
王
病
院
は
、
大
規
模
な
地
震
に
も
耐
え
う
る

免
震
構
造
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
面

に
設
置
し
た
い
く
つ
か
の
巨
大
な
ゴ
ム
輪
の
上

に
建
物
を
乗
せ
る
工
法
で
、
震
度
七
の
地
震
で

も
体
感
は
震
度
二
程
度
、
と
い
う
画
期
的
な
も

の
。
三
月
一
一
日
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
東
京
事

務
所
で
は
壁
や
天
井
が
剥
が
れ
落
ち
る
ほ
ど
の

強
い
揺
れ
が
あ
り
、
東
京
事
務
所
職
員
は
山
王

病
院
内
に
あ
る
山
王
ホ
ー
ル
に
避
難
し
た
。
こ

の
日
、
都
内
の
交
通
機
関
は
全
線
、
運
休
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
一
部
運
転
が
再
開
し
た
の
は
深

夜
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
山
王
病
院
で
は
帰

宅
難
民
に
な
っ
た
患
者
様
に
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
を
解
放
し
、
職
員
は
手
作
り
の
お
に

ぎ
り
と
味
噌
汁
を
配
る
な
ど
し
て
と
も
に
そ
の
夜

を
過
ご
し
た
。
携
帯
電
話
な
ど
が
不
通
と
な
る

中
、
患
者
様
は
、
ホ
ー
ル
に
急
き
ょ
設
置
さ
れ
た

大
型
テ
レ
ビ
に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。
国
際
的

な
病
院
と
し
て
知
ら
れ
る
当
院
に
は
外
国
籍
の
患

者
様
も
多
く
、
交
通
情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
速
報
を
職

員
が
英
語
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
一
幕
も
。

　

ま
た
、
震
災
直
後
か
ら
内
科
の
医
師
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
栃
木
地
区
に
急
派
。
東
京
地
区
に

比
べ
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
国
際
医
療
福
祉
大

学
病
院
、
マ
ロ
ニ
エ
苑
な
ど
の
復
旧
に
全
面
的

な
支
援
を
行
っ
た
。

四
月
に
血
管
病
セ
ン
タ
ー
開
設

　

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
四
月
、
わ
が

国
で
急
増
し
て
い
る
大
動
脈
瘤
や
閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
、
下
肢

動
脈
瘤
な
ど
の

血
管
疾
患
を
対

象
に
集
学
的
な

治
療
を
行
う

「
血
管
病
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設

し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
に
は
日
本
血
管
外
科
学
会

や
日
本
脈
管
学
会
の
理
事
長
で
、
東
京
医
科
大

学
外
科
第
二
講
座
主
任
教
授
を
務
め
ら
れ
て
い

た
重
松
宏
先
生
を
お
迎
え
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

は
、
血
管
外
科
医
四
名
に
よ
る
充
実
し
た
布

陣
。
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
人

工
透
析
セ
ン
タ
ー
や
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
三

田
病
院
の
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、

血
管
内
治
療
や
バ
イ
パ
ス
手
術
な
ど
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。

さ
ん
の
う
健
康
講
座

「
こ
こ
ま
で
わ
か
る
！
脳
ド
ッ
ク
」
開
催

　

山
王
病
院
で

は
六
月
二
九
日
、

さ
ん
の
う
健
康

講
座
「
こ
こ
ま

で
わ
か
る
！
脳

ド
ッ
ク
」
を
開

催
し
た
。
講
師

は
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
院
長
で
、
脳
卒

中
や
認
知
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経

内
科
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
天
野
隆
弘
先

生
。
七
十
名
ほ
ど
の
参
加
者
で
、
山
王
ホ
ー
ル

は
満
員
に
な
っ
た
。「
認
知
症
の
脳
は
ど
ん
な

脳
？
」「
３
・
０
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
見
る
脳
の
世

界
」
な
ど
の
話
は
興
味
深
く
、
活
発
な
質
疑
応

答
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

（
東
京
事
務
所
広
報
室
・
坂
田
洋
子
）

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

外
部
に
向
け
て
・
看
護
部
活
動
報
告

　

本
来
の
看
護
業
務
は
患
者
と
寄
り
添
い
ケ
ア

を
行
う
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
が
、
そ
の
ケ
ア

の
本
質
を
見
極
め
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
外
部
で
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
も
原
点
を
見
つ
め
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
手
術
室
よ
り
学
会
に
参
加
し
て
】

　

先
般
、
千
葉
で
開
催
さ
れ
た
内
視
鏡
外
科
学

研
究
会
は
医
師
、
看
護
師
、
業
者
部
門
で
構
成

さ
れ
た
研
究
発
表
会
で
、
看
護
部
と
し
て
「
内

視
鏡
外
科
手
術
へ
の
確
立
と
実
践
」
と
い
う
演

題
で
臨
み
ま
し
た
。

　

演
者
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
を
卒
業
し
た
手

術
室
一
年
目
だ
っ
た
稲
川
夕
花
看
護
師
。
病
院

の
概
要
と
当
院
内
視
鏡
外
科
手
術
へ
の
取
り
組

み
と
成
果
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
改
善

と
向
上
を
主
と
し
た
構
成
で
、
ス
ラ
イ
ド
と
動

画
を
取
り
入
れ
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
発
表

と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
日
々
の
業
務
の

中
で
の
時
間
配
分
や
長
期
的
な
コ
ス
ト
削
減
な

ど
多
方
面
に
わ
た
り
効
率
よ
く
手
術
室
を
運
営

し
て
い
る
実
例
を
熱
心
に
聴
い
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
千
葉
大

学
・
林
秀
樹
先
生
か
ら
も
一
年
目
な
が
ら
堂
々

と
し
た
発
表
で
内
容
も
素
晴
ら
し
い
と
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
看
護
部
門
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
質

疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
、
有
意
義
な
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
期

の
白
石
晴
子
看
護
師
が
積
極
的
に
質
問
し
、
化

研
病
院
の
一

年
目
看
護
師

の
活
躍
が
目

を
引
い
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
座

長
と
し
て
非

常
に
有
意
義
な
時
間
を
会
場
の
皆
様
と
共
有
で

き
、
大
役
を
果
た
せ
た
安
堵
感
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
特
別
講
演
と
し
て
国
際
医
療

福
祉
大
学
北
島
政
樹
学
長
の
が
ん
臨
床
に
お
け

る
最
前
線
の
治
療
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
医

師
・
看
護
師
ら
多
く
の
参
加
者
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

学
会
参
加
全
般
を
通
し
、
得
る
も
の
が
非
常

に
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
ス
テ
ッ
プ

に
し
、
医
師
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
り
強
固

に
し
、
安
全
で
効
率
的
な
内
視
鏡
外
科
手
術
介

助
を
目
指
し
、
更
な
る
理
想
的
な
手
術
室
の
構

築
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
手
術
室
師
長　

五
井
こ
ず
え
）

【
専
門
領
域
で
学
術
集
会
に
挑
む
】

　

療
養
病
棟
を
有
す
る
化
研
病
院
な
ら
で
は
の

「
老
年
看
護
」
領
域
で
、
日
本
看
護
学
会
学
術

集
会
の
演
題
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
内
容
は
高
齢
者
の
特
徴
に
焦
点
を
お
い

た
テ
ー
マ
と
し
て
布
オ
ム
ツ
と
紙
お
む
つ
を
比

較
検
証
し
た
「
看
護
業
務
効
率
化
に
む
け
た
排

泄
ケ
ア
用
品
交
換
の
試
み
」。

　

七
月
二
六
日
に
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た

第
四
二
回
日
本
看
護
学
会
で
発
表
し
、
好
評
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

（
療
養
病
棟
師
長　

下
山
潤
子
）

高
木
病
院

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
会

　

第
五
回
大
川
市
「
未
病
と
健
康
の
つ
ど
い
」

が
六
月
五
日
、
同
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
約
九
〇
〇
人
の
市
民
が
参
加
し
た
。
福
岡

県
大
川
市
と
日
本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
主
催

で
、
同
学
会
常
任
理
事
の
山
本
匡
介
・
高
木
病

院
院
長
が
開
催
責
任
者
を
務
め
て
い
る
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
、
過
去
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

最
も
要
望
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
認
知
症
は

防
げ
る
〜
診
断
と
治
療
〜
」
に
な
っ
た
。

　

座
長
役
の
山
本
院
長
の
進
行
で
、
ま
ず
田
中

薫
・
高
木
病
院
神

経
内
科
部
長
が

「
認
知
症
と
も
の

忘
れ
外
来
」
に
つ

い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
。
続
い
て

原
英
夫
・
佐
賀
大

学
医
学
部
神
経
内

科
診
療
教
授
が

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
の
最
新
情
報
」、
武

田
雅
俊
・
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教

授
が
「
認
知
症
の
予
防
と
対
応
」
を
テ
ー
マ
に

そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

　

だ
れ
も
が
関
心
を
持
つ
認
知
症
に
つ
い
て
の

講
演
だ
け
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

老
化
と
認
知
症
の
違
い
や
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン

ト
、
新
し
い
治
療
薬
、
予
防
法
な
ど
を
メ
モ
し

て
い
た
。
休
憩
時
間
に
は
、
高
木
病
院
の
女
性

医
師
二
人
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
演
奏
も
あ
り
、
参
加
者
を
魅
了
し

た
。 

（
広
報
室　

関
屋
真
由
美
）

福
岡
山
王
病
院

　

江
本
精
・
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
婦
人
科
検
診

部
長
が
社
団
法
人
日
本
超
音
波
医
学
会
の
第

一
〇
回
松
尾
賞
を
受
賞
し
た
。

　

松
尾
賞
は
、
同
学
会
が
毎
年
公
募
し
て
い
る

も
の
で
、
臨
床
現
場
で
の
超
音
波
に
よ
る
検
査

や
治
療
に
関
し
て
優
れ
た
研
究
業
績
を
上
げ
、

学
会
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

方
に
授
与
さ
れ
る
権
威
あ
る
賞
と
さ
れ
て
い

る
。

　

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
低
出
力
超
音
波
と
あ

る
薬
剤
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
の
治

療
に
相
乗
効
果
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

身
体
に
安
全
な
超
音
波
を
診
断
だ
け
で
な
く
、

が
ん
治
療
に
使
用
す
る
と
い
う
独
創
的
な
点
が

評
価
さ
れ
た
。
よ
り
安
全
な
治
療
を
目
指
す
た

め
に
、
超
音
波
を
治
療
に
応
用
す
る
と
い
う
意

義
は
大
き
い
と
い
え
る
。

　

江
本
医
師
は
同
学
会
認
定
専
門
医
で
、
国
際

医
療
福
祉
大
学
教
授
で
あ
る
。

「
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
超
音
波
診
断
を

含
め
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
婦
人
科
検
診
が
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。
同
時
に
、
検
査
技
師
に

超
音
波
検
査
の
指
導
も
行
い
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

（
広
報
室　

山
田　

久
美
）

介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑

復
旧
工
事
完
了

「
入
所
者
の
皆
さ
ん
、
お
帰
り
な
さ
い
」

　

三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
マ
ロ
ニ
エ

苑
は
建
物
の
亀
裂
や
漏
水
等
に
よ
る
被
害
を
受

け
、
入
所
者
の
皆
様
に
は
、
国
際
医
療
福
祉
大

学
病
院
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
に
分

か
れ
て
避
難
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
建
物
の
躯

体
に
は
問
題
な
い
た
め
復
旧
工
事
に
着
手
し
、

五
月
末
に
完
了
し
た
。

　

こ
の
間
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
六
月
四
日
、
五
日
の
両
日
、
入
所
者
の
皆

様
が
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
た
マ
ロ
ニ
エ
苑

へ
の
復
帰
が
、
一
人
の
事
故
も
な
く
無
事
に
終

了
し
た
。

「
マ
ロ
ニ
エ
苑
に
戻
り
、
窓
か
ら
見
え
る
緑
と

そ
よ
風
を
感
じ
本
当
に
安
心
し
ま
し
た
」

「
食
事
の
場
所
等
が
狭
か
っ
た
が
、
今
度
は
広

い
場
所
で
皆
さ
ん
と
団
ら
ん
を
し
な
が
ら
食
事

が
出
来
る
の
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

マ
ロ
ニ
エ
苑

の
復
興
に
対
し

ま
し
て
、
学
校

法
人
、
グ
ル
ー

プ
関
係
者
や
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
に

は
、
被
災
当
初
よ
り
長
期
間
に
わ
た
り
応
援
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
介
護
の
お
手

伝
い
の
み
な
ら
ず
、
ベ
ッ
ド
移
送
な
ど
の
力
仕

事
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
入
所
者
の
皆
様

か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
行
事
等
の
時
に
応
援
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　

六
月
六
日
か
ら

は
通
常
の
状
態
に

戻
り
ま
し
た
が
、

新
規
入
所
、
短
期

入
所
の
受
入
れ
に

つ
い
て
は
六
月

一
三
日
か
ら
再
開

し
ま
し
た
。
ま
た

同
時
に
通
所
介
護

も
再
開
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
で
マ
ロ
ニ
エ
苑
・
に
し
な
す
の
総

合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
全
て
の
事
業
が
再
開

し
、
震
災
前
の
業
務
体
制
に
戻
り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
職
員

一
同
よ
り
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（

事
務
部
長　

細
小
路
岳
史
）
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高
木
病
院
の
医
師
、看
護
師
が

茨
城
県
高
萩
市
と
福
島
県
い
わ
き
市
へ

　

東
北
関
東
大
震
災
大
川
市
復
興
支
援
本
部
と

大
川
三
潴
医
師
会
が
被
災
地
へ
派
遣
す
る
医
療

チ
ー
ム
が
三
月
二
三
日
、
大
川
市
を
出
発
し

た
。
二
七
日
ま
で

の
五
日
間
、
茨
城

県
高
萩
市
と
福
島

県
い
わ
き
市
で
健

康
調
査
や
診
療
活

動
に
あ
た
っ
た
。

　

高
木
病
院
か
ら

は
、
循
環
器
セ
ン

タ
ー
の
吉
廣
剛
先

生
、
外
科
の
山
本

一
博
先
生
、
呼
吸

器
セ
ン
タ
ー
の
星
野
鉄
兵
先
生
、
看
護
師
の
西

真
貴
子
さ
ん
、
山
口
琴
路
さ
ん
が
医
療
チ
ー
ム

に
加
わ
っ
た
。
出
発
式
で
吉
廣
剛
先
生
が
「
短

い
期
間
で
す
が
、
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
、
見
送
る
市
や
高
木
病
院
職
員
ら
の
拍

手
に
送
ら
れ
出
発
し
た
。

　

三
月
二
八
日
に
大
川
市
役
所
で
行
わ
れ
た
、

植
木
市
長
ら
へ
の
支
援
活
動
報
告
で
は
、
茨

城
、
福
島
両
県
で
震
災
に
よ
る
孤
立
集
落
や
避

難
所
の
健
康
調
査
・
訪
問
診
療
を
行
っ
た
こ
と

な
ど
を
伝
え
、「
被
災
地
の
現
場
経
験
を
今
後

に
生
か
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
三
月
三
一
日
に
行
わ
れ
た
大
川
三

潴
医
師
会
定
時
総
会
で
の
活
動
報
告
で
は
、
い

わ
き
市
は
地
震
と
津
波
の
被
害
に
加
え
、
市
域

の
一
部
は
福

島
第
一
原
発

か
ら
半
径

三
〇
キ
ロ
圏

内
の
屋
内
退

避
区
域
に
か

か
っ
て
い

て
、
放
射
線

測
定
器
を
携

え
て
の
活
動

に
な
っ
た
こ

と
や
、
持
参

し
た
湿
布
・

抗
生
剤
等
が

現
地
で
は
不

足
し
て
い
た

た
め
重
宝
さ

れ
た
こ
と
な

ど
を
伝
え
た
。

化
研
病
院
の
医
療
救
護
班
が

岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ

　

本
学
の
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
、

千
葉
県
市
川
市
の
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

（
化
研
病
院
）
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
支
援
の
一
環
と
し
て
、
千
葉
県
か
ら
の
救
護

班
要
請
を
受
け
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
医
療

救
護
班
を
派
遣
し
た
。

○
派
遣
期
間

　

四
月
二
四
日
（
日
）
〜
二
八
日
（
木
）

○
派
遣
メ
ン
バ
ー　

小
中
千
守 

研
究
所
長
・
副
院
長
、
福
田
元

内
科
副
部
長
、
五
井
看
護
師
長
、
皆
川
看
護

師
、
国
福
病
院
薬
剤
師
・
平
野
係
長
、
栃
木

本
校
薬
学
部
・
廣
澤
先
生
、
樽
見
医
事
課
主

任
、
高
橋
総
務
人
事
課
職
員

・
四
月
二
四
日

　

前
泊
地
、
岩
手

県
一
関
市
に
到

着
。
前
チ
ー
ム
の

千
葉
県
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
病
院
チ
ー
ム

か
ら
引
き
継
ぎ
を

受
け
る
。

・
四
月
二
五
日

　

陸
前
高
田
市
の

仮
診
療
所
で
あ
る

東
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
計
六
七

名
を
診
療
。
地
元
保
健
師
の
依
頼
で
、
避
難
所

へ
の
往
診
に
同
行
。
東
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ほ
か
六
か
所
か
ら
な
る
仮
診
療
所
の
本
部

拠
点
で
あ
る
米
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
、
他
チ
ー
ム
と
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。（
以

降
毎
日
実
施
）

・
四
月
二
六
日

　

千
葉
県
木
村
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
」
と
合
流
。
連
携
し
な
が
ら

計
七
〇
名
を
診
療
。

・
四
月
二
七
日

　

計
五
九
名
を
診
療
。

・
四
月
二
八
日

　

次
の
派
遣
チ
ー

ム
で
あ
る
東
京
女

子
医
科
大
学
八
千

代
医
療
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
県
八
千
代

市
）
チ
ー
ム
に
業

務
引
き
継
ぎ
を
行

い
、
医
療
救
護
活

動
を
終
了
。
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高
木
邦
格
理
事
長
が
被
災
地
を
視
察

　

四
月
二
〇
日
〜
二
一
日
、
高
木
邦
格
理
事
長

は
公
益
社
団
法
人
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会

（
以
下
、
全
老
健
：
施
設
数
約
三
四
〇
〇
、
入

所
者
数
約
三
一
万
人
）
の
震
災
担
当
副
会
長
と

し
て
、
福
島
県
お
よ
び
岩
手
県
の
被
災
し
た
老

健
施
設
を
中
心
に
視
察
し
、
支
援
物
資
を
届
け

た
。
全
老
健
の
本
間
支
部
長
（
福
島
県
）、
木

川
田
支
部
長
（
岩

手
県
）
と
面
談

し
、
老
健
施
設
の

被
災
状
況
や
他
県

か
ら
の
介
護
職
員

の
受
け
入
れ
状

況
、
支
援
物
資
の

充
足
度
な
ど
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
必

要
な
人
的
・
物
的

支
援
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
他
、
福
島
県

庁
、
栃
木
県
庁
を
訪
れ
、
担
当
者
と
震
災
被
災

者
お
よ
び
原
発
避
難
者
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市

介
護
老
人
保
健
施
設
で
の
復
興
支
援
活
動

国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部　

看
護
学
科

谷
規
久
子
・
荒
川
邦
子

　

今
回
、
私
た
ち
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新

宿
け
や
き
園
の
職
員
の
四
名
は
、
二
班
（
一
班

六
月
五
日
〜
一
二
日
、
二
班
六
月
一
二
日
〜

一
五
日
）
に
分
れ
て
介
護
老
人
福
祉
施
設
「
松

原
苑
」
の
復
興
支
援
活
動
に
参
加
し
た
。
松
原

苑
は
、
市
内
の
高
台
に
あ
る
入
所
者
一
九
〇

名
、
デ
イ
ケ
ア
五
四
名
、
職
員
は
二
二
六
名
の

施
設
だ
っ
た
。

　

被
災
直
後
は
、
近

隣
の
施
設
等
に
入
所

者
全
員
が
退
避
し
五

月
に
は
全
員
が
戻
っ

た
が
、
在
宅
や
避
難

所
に
い
る
要
介
護
高

齢
者
の
受
入
れ
に
伴

い
新
規
入
所
者
が
増

え
、
オ
ー
バ
ー
ベ
ッ
ド
の
状
況
に
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
療
養
棟
の
各
階
に
分
か
れ
て
、

看
護
部
長
・
看
護
課
長
の
指
示
の
も
と
業
務
を

行
っ
た
。
認
知
症
専

門
病
棟
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

行
動
の
観
察
を
行
っ

た
。
療
養
棟
で
は
、

退
避
先
で
発
生
し
た

褥
瘡
の
回
診
や
処

置
、
皮
膚
の
変
化
に

伴
う
軟
膏
等
の
塗

布
、
関
節
痛
・
筋
肉
痛
に
伴
う
湿
布
の
貼
用
、

胃
瘻
挿
入
部
の
皮
膚
ケ
ア
、
口
腔
ケ
ア
、
口

腔
・
鼻
腔
吸
引
、
食
事
介
助
、
経
管
栄
養
、
排

泄
ケ
ア
、
入
浴
介
助
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
環
境
調
整
等
、
普
段
の
業
務
を
看
護
職
や

介
護
職
と
と
も
に
行
っ
た
。
少
し
で
も
職
員
の

業
務
の
軽
減
を
図
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
、
今
ま
で
の
自

分
の
経
験
を
生
か
し

て
柔
軟
な
対
応
を
心

が
け
た
。
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
た
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

震
災
後
三
カ
月
が
過
ぎ
、
職
員
の
皆
さ
ん
の

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
疲
労
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
団
結
力
に
は
頭
が

下
が
っ
た
。

　

今
回
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
高
木
邦

格
理
事
長
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

沼
田
ゆ
き
え
さ
ん
告
別
式

　

東
日
本
大
震
災
で
本
学
在
学
生
と
し
て
唯
一

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
沼
田
ゆ
き
え
さ
ん

（
医
療
福
祉･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
二
年
＝
当

時
）
の
告
別
式
が
五
月
五
日
一
三
時
よ
り
、
宮

城
県
名
取
市
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
掬
水
苑
で

執
り
行
わ
れ
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
北
島
政
樹
学
長
、
丸
木
一
成

学
部
長
、
絹
木
憲
司
准
教
授
の
ほ
か
、
教
員
六

名
、
学
生
三
八
名
が
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
な
ど
に

よ
り
会
場
に
駆
け
つ
け
た
。

　

喪
主
で
あ
る
父
親
の
民
雄
さ
ん
は
、
奥
様
や

ゆ
き
え
さ
ん
を
含
め
ご
家
族
五
人
と
ご
親
戚
一

人
を
一
度
に
亡
く
さ
れ
、
六
人
の
遺
影
が
並
ぶ

式
場
は
、
今
回
の
震
災
が
一
瞬
の
悪
夢
だ
っ
た

こ
と
を
改
め
て
印
象
づ
け
た
。

　

ゆ
き
え
さ
ん
を

直
接
指
導
し
た
絹

木
准
教
授
は
弔
辞

の
中
で
、
ゆ
き
え

さ
ん
は
大
学
で
い

つ
も
笑
顔
だ
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
、

変
わ
り
果
て
た
姿

で
見
つ
か
っ
た
時

も
い
つ
も
通
り
の

笑
顔
を
た
た
え
て

い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
笑
顔
で
仲
間
を
ず

っ
と
見
守
っ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
、
二
年
後
に

は
い
っ
し
ょ
に
卒
業
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
挨
拶
に
立
っ
た
遺
族
の
ひ
と
り
、
女

子
高
校
生
の
こ
と
ば
が
印
象
的
だ
っ
た
。

「
私
た
ち
は
今
回
の
震
災
で
、
命
の
大
切
さ
と

も
ろ
さ
を
同
時
に
知
り
ま
し
た
」

　

命
の
も
ろ
さ
。
高
校
生
に
語
ら
せ
る
に
は
む

ご
過
ぎ
る
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の

方
々
は
誰
も
が
こ
う
し
た
心
の
体
験
を
し
て
い

る
の
だ
と
深
く
胸
に
刻
む
一
言
だ
っ
た
。

（
広
報
室　

金
井
雅
之
）
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震
災
関
連
ニ
ュ
ー
ス

震災特集

福島県の本間支部長との協議 出発する大川市の医療チームメンバー現地での活動の様子

活動報告の様子

医療チームの宿泊拠点お父様に手作りアルバムを贈る学生たち

現地でのミーティングの様子

義
援
金
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
本
学
提
携
機
関
で
あ

る
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
と

仁
済
大
学
校
か
ら
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

 

卒
業
生
を
含
む
本
学
留
学
生
一
九
名
、
そ
の
他
四

名
の
学
生
有
志
の
方
か
ら
、
九
二
〇
〇
元

（
一
一
万
三
千
円
）。

▼
韓
国
・
仁
済
（
イ
ン
ジ
ェ
）
大
学
校

ヤ
ン
先
生
と
日
本
フ
ァ
ン
の
学
生
有
志
か
ら
。

謝
恩
会
開
催
費
用
を
義
援
金
と
し
て
寄
付

　

こ
の
た
び
の
大
震
災
に
よ
り
、
大
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
学
位
記
授
与
式
及
び
謝
恩
会
を
中
止
し

た
。
会
費
の
返
金
に
あ
た
り
、「
被
災
者
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
多
く
、
謝
恩
会
実

行
委
員
長
名
で
呼
び
か
け
た
結
果
、
卒
業
生
一
同

と
し
て
二
二
七
万
四
六
七
円
を
寄
付
い
た
だ
い

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
下
野
新
聞
「
東
日
本
救
援
募
金
」
へ

下
野
新
聞
を
通
じ
て
被
災
地
域
の
方
々
へ

　

一
二
七
万
四
六
七
円

▼
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
生
へ
の
義
援
金

本
学
に
在
籍
し
被
災
し
た
学
生
へ

　

一
〇
〇
万
円
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今回の
テーマ

18

本
学
で
は
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な

り
、
震
災
発
生
直
後
の
三
月
一
四
日
よ
り
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

06

国
際
学
生
学
術
論
文
発
表
会
レ
ポ
ー
ト

医
療
福
祉
学
科
四
年　

常
盤
正
浩

　

三
月
一
五
日
、
元
培
科
技
大
学
（
台
湾
）
で

国
際
学
生
学
術
論
文
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
国
は
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
韓

国
、
台
湾
の
五
ヶ
国
で
す
。
総
勢
六
二
名
の
学

生
が
専
門
分
野
（
情
報
工
学
、
生
物
工
学
、
看

護
、
医
療
保
健
、
管
理
運
営
）
に
お
い
て
研
究

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

私
は
、「
高
齢
者
虐
待
」
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
最
近
の
調
査
結
果
を
も
と
に
年
々
増

加
し
て
い
る
こ
と
や
家
族
が
危
機
的
状
況
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
海
外
で
も
高
齢
化
は

深
刻
で
あ
り
、
真
剣
に
聞
く
学
生
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
台
湾
で
は
、
高
齢
者
を
労
り
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
、
お
年
寄
り
を
慕
い

仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
と
若
者

が
手
を
繋
ぐ
姿
や
老
婦
人
の
乗
る
車
い
す
を
二

人
で
押
す
老
人
の
姿
を
見
掛
け
ま
し
た
。
日
本

で
も
同
様
な
出
来
事
が
広
が
り
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
関

心
、
注
意
を
向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
、
大
学
関
係

者
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

留
学
生
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　

本
学
で
は
、
今
年
度
も
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

三
名
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
九
名
の
留
学
生

を
迎
え
ま
し
た
。
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

さ
さ
や
か
で
す
が
、
今
年
か
ら
新
た
に
私
達
の

仲
間
に
加
わ
っ
た
留
学
生
を
囲
ん
で
歓
迎
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
研
究
を
す

る
大
学
院
生
二
名
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

医
療
福
祉
経
営
学
分
野
博
士
後
期
課
程
二
年

姜カ
ン
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン

珠
賢
（
강 

주 

현
）
さ
ん
（
韓
国
）

　

韓
国
の
ソ
ウ
ル
出
身
で
す
。
本
学
で
は
、
日

本
と
韓
国
の
医
療
機
関
に
対
す
る
評
価
の
比
較

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
韓
国
に
帰

り
、
大
学
で
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
を
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
皆
さ
ん
に
韓
国
旅
行
の
際
に
役
立

つ
表
現
を
一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
韓
国
の
飲
食

店
で
食
事
を
す
る
と
、
頼
ん
だ
料
理
と
は
別
に

キ
ム
チ
な
ど
の
「
つ
き
だ
し
」
が
出
て
き
ま

す
。
多
い
店
だ
と
、
二
、三
品
出
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
「
つ
き
だ
し
」

は
無
料
で
す
。
さ
ら
に
、
お
か
わ
り
も
自
由

（
も
ち
ろ
ん
無
料
）
な
ん
で
す
。「
お
か
わ
り
が

ほ
し
い
な
」
と
思
っ
た
時
は
、

〝
○
○
○
○ 

더 

주
세
요

주
세
요
．（
○
○
ト 

チ
ュ
セ
ヨ
）〞

と
言
い
ま
す
。「
も
っ
と
く
だ
さ
い
」
と
い
う

意
味
で
す
。
キ
ム
チ
が
ほ
し
い
と
き
は
、

〝
김
치
김
치 

더 

주
세
요

주
세
요
．（
キ
ム
チ 

ト 

チ
ュ
セ

ヨ
）〞

と
言
え
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
韓
国
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

医
療
経
営
管
理
分
野
修
士
課
程
二
年

グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ン

（Nguyen Thi Phuong Anh

）さ
ん（
ベ
ト
ナ
ム
）

　

私
は
、
ベ
ト
ナ
ム
のH

ai D
uong

（
ハ
イ
・

ズ
ォ
ン
）
と
い
う
街
の
出
身
で
す
。H

ai 
D
uong

は
ハ
ノ
イ
か
ら
車
で
一
時
間
ほ
ど
の

街
で
す
。
将
来
は
国
の
大
学
で
研
究
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
フ
レ
ー
ズ
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
暑
い
国
な
の
で
、
旅
行

中
ア
イ
ス
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
カ

ッ
プ
ア
イ
ス
を
買
う
と
き
は
注
意
が
必
要
で

す
。
お
店
で
カ
ッ
プ
ア
イ
ス
を
買
っ
て
も
日
本

の
よ
う
に
ス
プ
ー
ン
が
つ
い
て
こ
な
い
の
で

す
。
そ
ん
な
時
は
、

〝Cho toi cai thia.

（
チ
ョ
・
ト
イ
・
カ
イ
・

テ
ィ
ア
）〞

と
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
ス
プ
ー
ン
く
だ

さ
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
今
年
、
海
外
保
健

福
祉
事
情
で
ベ
ト
ナ
ム
に
研
修
に
行
く
学
部
生

の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
で
ベ
ト
ナ
ム
の
暑
さ
を
乗

り
切
り
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大田原キャンパス歓迎会の様子

アンさん（左）と姜珠賢さん（右）

避
難
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様
子
に
つ
い
て

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
３
年　

菅
原
愛
美

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
活
動
の
一
つ
に
避
難
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
あ
り
ま
し
た
。
各
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
た
避

難
所
の
中
で
、
私
た
ち
は
主
に
大
田
原
市
湯
津
上

地
区
・
那
須
塩
原
市
・
那
須
町
の
避
難
所
に
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
お

話
相
手
、
お
子
さ
ん
の
託
児
（
こ
っ
ぷ
く
遊
び

隊
）、
ニ
ー
ズ
調
査
、
炊
き
出
し
、
足
湯
な
ど
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
が
主
に
活
動
し
て
い
た
那
須
塩
原
市
の
西
那

須
野
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー
に
は
畳
の
休
憩
室
が
あ

り
、
避
難
者
の
方
々
は
「
前
に
い
た
避
難
所
と
違

っ
て
過
ご
し
や
す
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
方
々
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
、
そ
し
て
避
難
し
て
き
た

方
々
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
、
避
難
所
の
様

子
が
徐
々
に
明
る
く
な
っ
て
い
く
の
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
震
災
に
よ
る
津
波
の
影
響
で
家
を
失

く
し
て
し
ま
っ
た
方
や
放
射
能
の
影
響
で
家
が
あ

っ
て
も
帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
、
家
族
の
安
否

確
認
が
で
き
て
い
な
い
方
な
ど
、
避
難
さ
れ
て
い

る
方
々
の
多
く
は
、
深
刻
な
悩
み
や
不
安
を
抱
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
方
々
の
声
に
、
私
た
ち
大
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
歯
が

ゆ
さ
を
感
じ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
気
持
ち
を
抱
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
力

に
少
し
で
も
な
れ
る
よ
う
、
お
話
相
手
や
お
子
さ

ん
の
託
児
、
足
湯
な
ど
の
活
動
を
継
続
し
て
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
、
逆
に
私
た
ち
が
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
笑
顔
と
元
気
を
も
ら
い
、
避
難
さ

れ
て
い
る
方
々
の
お
話
か
ら
『
震
災
』
が
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
や
、
大
き
な
傷
を
背
負
い
な
が
ら

も
助
け
合
い
を
忘
れ
ず
に
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

の
分
ま
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
し
て
の
私
た
ち
を
快
く
受

け
入
て
下
さ
り
、
正
直
な
気
持
ち
を
吐
き
出
し
て

く
だ
さ
っ
た
避
難
者
の
方
々
と
の
出
会
い
に
感
謝

し
、
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
、「
助
け
合
い
、
思
い

や
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

の
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

作
業
療
法
学
科
４
年　

植
田　

悠

　

今
で
も
地
震
発
生
時
の
記
憶
が
鮮
明
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
当
時
私
は
福
島
県
相
馬
市
に
帰
省
し

て
お
り
、
発
生
時
は
仙
台
市
に
い
ま
し
た
。
発
生

後
し
ば
ら
く
し
て
避
難
所
に
向
か
い
、
そ
こ
で
偶

然
会
っ
た
同
級
生
も
含
め
八
人
程
の
グ
ル
ー
プ
を

作
り
帰
る
手
段
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
情

報
が
な
い
た
め
津
波
が
来
た
こ
と
は
当
初
全
く
分

か
ら
ず
、
号
外
で
地
元
が
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
当
分
帰
れ
な
い
こ
と
を
覚
悟
し
て

い
ま
し
た
が
、
同
級
生
の
母
親
が
避
難
所
ま
で
車

で
駆
け
つ
け
、
そ
れ
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
奇
跡

的
に
そ
の
日
の
う
ち
に
実
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
が
発

生
し
、
避
難
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
放
射

能
と
い
う
恐
怖
か
ら
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

ず
、
家
の
中
に
し
ば
ら
く
籠
っ
て
い
ま
し
た
。
原

発
の
状
況
が
悪
化
し
て
か
ら
は
、
弟
と
共
に
大
田

原
に
避
難
し
て
、
原
発
が
落
ち
着
く
ま
で
滞
在
し

ま
し
た
。
他
の
家
族
が
福
島
に
残
る
こ
と
は
家
族

全
員
で
決
め
た
こ
と
で
し
た
が
、
危
険
な
場
所
に

家
族
を
残
す
と
い
う
決
断
は
と
て
も
辛
く
、
何
も

で
き
な
い
自
分
を
ず
っ
と
責
め
続
け
て
い
ま
し

た
。

　

一
方
、
大
学
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
学

生
主
体
の
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
、
避
難
所
訪
問
や
物
資
の
収
集
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
学
生
が
自
ら
基
盤
を
作
り
組
織
を
動

か
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
自
身
前
に
進
む
勇
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

新
学
期
が
始
ま
る
と
、
大
学
の
被
災
地
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
行
き
先
は
宮
城

県
の
岩
沼
市
で
、
相
馬
市
か
ら
も
近
く
、
何
度
も

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
土
地
で
し
た
。
新
学
期
に
入

っ
て
か
ら
ず
っ
と
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
立
場
の
方
々
の
力
に
少
し

で
も
な
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
約
二
〇
数
名
の
学
生
が
参
加
し
、
市
の
沿
岸
部

に
近
い
農
家
の
畑
で
、
流
れ
つ
い
た
泥
を
撤
去
す

る
作
業
を
二
日
間
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
農
家
の

方
は
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
津
波

で
作
物
が
全
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
上
、
泥
を
撤

去
し
な
け
れ
ば
塩
害
に
よ
り
作
物
が
育
た
な
く
な

る
た
め
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
し
た
。
畑
は
広

大
で
し
た
が
二
日
間
で
全
て
撤
去
し
終
わ
り
、
学

生
の
底
力
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
持
ち
主

の
方
に
お
話
を
伺
う
と
、
津
波
が
来
た
と
き
の
様

子
な
ど
を
私
た
ち
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た

泥
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も
喜
ん
で
下
さ

り
、
支
援
を
行
う
こ
と
で
生
み
出
せ
る
力
の
大
き

さ
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

避難所で子どもたちと遊ぶ学生ボランティア

２日間にわたる泥の撤去作業

fe
a

tu
re

 a
rtic

le

卒
業
生・留
学
生 
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